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二

第
一
節　

序
論

わ
れ
わ
れ
は
近
年
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
思
想
史
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
期
の
政
治
思
想
研
究
が
極
め
て
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を

経
験
し
て
き
た
（
1
）

。
こ
の
研
究
動
向
は
、
典
型
的
に
は
Ｊ
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
に
よ
る
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
主
義
史
研
究
な
ど
に
よ
っ
て
刺
激
さ

れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
（
2
）

。
し
か
し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
今
、
更
に
高
ま
っ
た
政
治
思
想
史
研
究
段
階
に
至
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
こ
の
共
和
主
義
研
究
の
展
開
は
、
当
時
の
革
命
期
に
関
す
る
ポ
ー
コ
ッ
ク
以
後
の
有
力
な
歴
史
家
に
し
て
思
想
研
究
家
で
あ
る
、

Ｂ
・
ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
る
数
々
の
共
和
主
義
研
究
が
近
年
に
、
出
版
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
か
か
わ
る
。
特
に
、
Ｍ
・
ニ
ー
ダ
ム
の
著
作

（
最
近
で
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
『
自
由
国
家
の
優
秀
性
（
一
六
五
六
）』（
以
下
、『
優
秀
性
』
と
略
記
）
の
改
訂
版
﹇
二
〇
一
一
﹈
に
代
表
さ
れ
る
）
は
、
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
（
3
）

。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
現
在
、
こ
の
『
優
秀
性
』
の
出
版
が
幅
広
く
普
及
さ
れ
、
か
つ
よ
り
精
密
化
さ
れ
た
こ
と

を
重
視
す
る
。
本
稿
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
思
想
史
上
に
お
い
て
ニ
ー
ダ
ム
の
政
治
原
理
の
評
価
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
ゆ
え
に
、
彼
の

基
礎
原
理
を
正
確
に
位
置
づ
け
る
段
階
に
共
和
主
義
研
究
分
野
が
あ
る
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
共
和
主
義
原
理
が
古
典
的
共
和
主
義
原
理
と
利
益
原
理
か
ら
な
る
と
仮
定
す
る
。
特
に
本
稿
は
前
者

の
原
理
を
第
一
原
理
と
み
な
す
が
、
後
者
の
原
理
も
基
本
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
者
と
比
較
し
て
十
分
に
位
置
づ
け
ら
れ
ぬ
が

ゆ
え
に
、
利
益
理
論
に
も
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
ニ
ー
ダ
ム
理
論
に
つ
い
て
明
確
に
「
二
つ
の
原
理
」
と
し
て
設
定
し
た
の

は
、
Ｊ
・
ス
コ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
れ
も
革
命
期
の
政
治
思
想
史
研
究
に
お
い
て
徐
々
に
論
じ
ら
れ
つ
つ
あ
る
原
理
で
あ
る
（
4
）

。
更
に
言
え
ば

ニ
ー
ダ
ム
が
、
か
な
り
の
頻
度
に
わ
た
っ
て
自
ら
の
「
利
益
」
概
念
を
当
時
の
論
説
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

『
優
秀
性
』
議
論
に
戻
れ
ば
、
ニ
ー
ダ
ム
の
代
表
作
で
あ
る
こ
の
文
献
は
内
容
面
で
、
ニ
ー
ダ
ム
の
他
の
も
の
よ
り
も
よ
く
論
理
立
て

（
二
）
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三

ら
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
評
価
で
き
る
。
し
か
し
『
優
秀
性
』
は
、
そ
れ
以
前
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
共
和
国
擁
護
論
』（
一
六
五
〇
）
や

一
六
五
〇
年
か
ら
一
六
五
二
年
ま
で
に
お
け
る
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
政
治
週
刊
誌
論
説
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
整
理
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
側
面

も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ニ
ー
ダ
ム
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
（
一
六
五
六
）
よ
り
も
四
、
五
年
以
上
早
く
古
典
的
共
和
主
義
思
想
お
よ
び
利
益

理
論
に
基
づ
き
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
要
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
を
通
じ
て
当
時
の
政
治
問
題
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
は
、

ニ
ー
ダ
ム
の
『
優
秀
性
』
の
基
と
な
る
資
料
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
か
か
わ
る
（
5
）

。

更
に
こ
の
理
論
的
な
二
つ
の
基
礎
事
項
は
、
ニ
ー
ダ
ム
と
ハ
リ
ン
ト
ン
が
詳
細
に
お
い
て
異
な
る
と
し
て
も
、
公
益
（public interest

）

理
論
に
お
い
て
両
者
が
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
は
両
者
に
お
け
る
二
つ
の
基
礎
概
念
を
念
頭
に
、
共
和
主
義
理
論
史
上
に

お
い
て
ニ
ー
ダ
ム
の
位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
に
か
か
わ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
問
題
全
て
に
決
着
が
つ
い
た
と

い
う
立
場
に
は
な
い
し
、
数
々
の
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ニ
ー
ダ
ム
事
項
の
う
ち
の
難
問
は
ま
ず
、
彼
の
政
治
的
立

場
の
変
節
（
な
い
し
日
和
見
主
義
）
事
項
に
関
わ
る
。
即
ち
、
ニ
ー
ダ
ム
は
最
初
の
内
戦
期
（
一
六
四
二
│
四
八
）
に
議
会
派
の
政
治
週
刊
誌

の
陣
営
に
つ
き
、
そ
れ
か
ら
次
の
内
戦
期
（
一
六
四
八
）
に
王
政
派
に
つ
き
、
か
つ
ウ
ー
ス
タ
ー
の
戦
い
の
前
後
期
に
再
び
議
会
派
に
つ

い
た
と
い
う
「
変
節
」
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
共
和
主
義
史
に
お
い
て

ハ
リ
ン
ト
ン
よ
り
も
数
年
早
く
、
鋭
い
政
治
論
理
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
評
価
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
と
な
る
。

従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
こ
の
ニ
ー
ダ
ム
の
基
本
思
想
で
あ
る
古
典
的
共
和
主
義
問
題
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
な
る
。
続
い
て
本
稿

は
ニ
ー
ダ
ム
が
自
ら
の
先
行
論
理
を
、
ハ
リ
ン
ト
ン
と
同
じ
公
益
理
論
を
基
礎
に
し
て
論
を
展
開
す
る
が
ゆ
え
に
、
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理

論
の
形
成
を
検
討
す
る
こ
と
を
主
に
目
的
と
す
る
。

（
三
）
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（
1
） 

例
え
ば
、J. S

cott, C
om

m
on

w
ealth

 P
rin

ciples, C
am
bridge,2004, etc.

（
2
） J.G

.A
.P
ocock, T

h
e M

ach
iavellian

 M
om

en
t,P
rinceton,1975,etc.

（
3
） M

.N
edham

,T
h

e E
xcellen

cie of a F
ree S

tate,L
ondon,1656; B

.W
orden,ed.,M

arch
am

on
t N

ed
h

am
: T

h
e E

xcellen
cie of a F

ree 

S
tate,Indianapolis,2011; P

.A
.R
ahe, A

gain
st T

h
ron

e an
d

 A
ltar,C

am
bridge,2008,etc.

（
4
） J.S

cott, “T
he R

upture of m
otion ”, in N

.P
hillipson et al.eds.,P

olitical D
iscou

rse in
 early m

od
ern

 B
ritain,C

am
bridge,1993.

（
5
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,T

h
e P

olitical W
orks of Jam

es H
arrin

gton,C
am
bridge,1977.

第
二
節　

ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義

本
稿
は
ま
ず
、
ハ
リ
ン
ト
ン
よ
り
も
先
行
し
て
古
典
的
共
和
主
義
を
展
開
す
る
ニ
ー
ダ
ム
の
論
陣
か
ら
説
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
。
わ

れ
わ
れ
は
こ
れ
も
、
ハ
リ
ン
ト
ン
と
共
通
な
傾
向
か
ら
開
始
す
る
。
前
記
の
ご
と
く
ニ
ー
ダ
ム
研
究
に
比
較
的
早
く
取
り
組
ん
だ
一
人
で

あ
る
ウ
ォ
ー
デ
ン
も
認
め
る
が
ご
と
く
（
1
）

、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
前
後
期
に
お
い
て
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
よ
る
『
リ
ウ
ィ
ウ
ス
論
（T

h
e 

D
iscou

rses

）』
に
お
け
る
古
代
ロ
ー
マ
史
や
共
和
主
義
が
か
な
り
浸
透
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
発
す
る
（
2
）

。
従
っ
て
本
稿
は
、

ニ
ー
ダ
ム
が
ハ
リ
ン
ト
ン
と
共
通
す
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
（
古
典
的
）
共
和
主
義
か
ら
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
ウ
ォ
ー

デ
ン
な
ど
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
期
の
ポ
ー
コ
ッ
ク
に
よ
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
研
究
業
績
に
基
本
的
に
依
拠
し
、
説
き
起
こ
し
、
か
つ

そ
れ
を
進
展
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
（
3
）

。

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
先
立
つ
ニ
ー
ダ
ム
の
鋭
い
共
和
主
義
論
に
説
き
及
ぶ
前
に
、
ニ
ー
ダ
ム
研
究
の
主
要
な
問
題
点
に
言
及

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
い
う
の
は
ニ
ー
ダ
ム
が
、
当
時
の
主
要
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
し
て
自
ら
の
支
持
陣
営
を
変
え
る
、
変
質

（
四
）
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五

（
日
和
見
主
義
）
者
で
あ
る
と
い
う
問
題
な
ど
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
変
質
者
事
項
に
つ
い
て
ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
ニ
ー
ダ
ム
は

第
一
次
内
戦
期
に
は
「
議
会
派
」
陣
営
で
週
刊
誌
論
説
（
主
に
『
イ
ギ
リ
ス
報
知
（M

errcu
riu

s B
ritan

icu
s

）』
誌
に
お
い
て
）
を
書
き
、
第

二
次
内
戦
期
に
は
「
王
政
派
」
陣
営
に
立
っ
て
書
き
（
主
に
『
法
実
務
報
知
（M

ercu
riu

s P
ragm

aticu
s

）』
誌
に
お
い
て
）、
か
つ
国
王
殺
害

後
に
再
度
「
残
部
議
会
」
陣
営
の
出
版
社
か
ら
政
治
論
説
（
主
に
『
政
治
報
知
（M

ercu
riu

s P
oliticu

s

）』
誌
に
お
い
て
）
を
書
い
た
か
ら
で

あ
る
（
4
）

。
と
は
い
え
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
革
命
期
の
政
治
週
刊
誌
な
ど
の
論
説
活
動
が
そ
の
大
半
に
わ
た
っ
て
、
共
和
主
義
陣
営
に
立
脚
し
た

こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
重
視
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
自
ら
の
立
場
を
変
え
る
変
質
事
項
に
つ
い
て
か
な
り
頻
繁
に
論
及
す
る

こ
と
と
な
る
た
め
、
こ
の
最
初
の
段
階
に
お
い
て
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

（
1
） 

例
え
ば
、B

.W
orden, “E

nglish R
epublicanism

”, in J.H
.B
urns et al.eds.,T

h
e C

am
brid

ge H
istory of P

olitical T
h

ou
gh

t,1450-

1700,C
am
bridge,1991,etc.

二
〇
世
期
半
ば
の
古
典
的
共
和
主
義
研
究
に
お
け
る
先
駆
的
論
者
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
Ｚ
・
フ
ィ
ン
ク
で
さ
え
、
こ
の
ニ
ー
ダ
ム
を
ハ
リ
ン
ト

ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
の
出
版
に
つ
い
て
「
変
節
者
で
あ
る
Ｍ
・
ニ
ー
ダ
ム
は
、『
政
治
報
知
』
誌
﹇
№
350
﹈
で
こ
れ
﹇『
オ
シ
ア
ナ
』﹈
を
嘲

笑
し
よ
う
と
試
み
た
」
と
し
て
し
か
、
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
い
か
に
ニ
ー
ダ
ム
の
共
和
主
義
思
想
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
せ
ざ
る
を
得
な
い
（Z

.F
ink, T

h
e C

lassical R
epu

blican
s,E

van
ston,1945,p.85

）。

確
か
に
ウ
ォ
ー
デ
ン
は
、
自
ら
の
初
期
の
単
著
で
あ
る
『
残
部
議
会
（T

h
e R

u
m

p P
arliam

en
t,1648-53,1974

）』
に
お
い
て
当
時
の
政
治

ニ
ュ
ー
ス
週
刊
誌
の
ニ
ー
ダ
ム
論
説
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
、
当
時
に
お
い
て
ニ
ー
ダ
ム
を
日
和
見
主
義
者
と
記
し
、
古
典
的
共
和
主
義

者
と
し
て
も
利
益
理
論
家
と
し
て
も
示
し
て
い
な
か
っ
た
（B

.W
orden,op.cit.,p.228

）。

（
2
） N

.M
achiavelli, T

h
e D

iscou
rses, ed. B

arnard C
rick

（H
am
m
ondsw

orth,1985

）,etc.

（
3
） B

.W
orden, M

archam
ont N

edham
 and the B

eginnings of E
nglish R

epublicanism
,1649-1660, in D

.W
ootton,ed.,R

epu
blican

ism
, 

（
五
）
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六

L
iberty an

d
 C

om
m

ercial S
ociety,1649-1776,S

tanford,1994,etc.
（
4
） M

.N
edhan,edtor, M

ercu
riu

s B
ritan

icu
s,L
ondon,1645-1646, nos.72,86,91,92,93,99,107,108,119,126;

│,editor, M
ercu

riu
s 

P
ragm

aticu
s,L
ondon,1647-48,nos.4,8,14,20,25;

│,editor, M
ercu

riu
s P

oliticu
s,L
ondon,1650-1653,nos.1-120;1657,nos.352-4.

﹇
1
﹈　

古
典
的
共
和
主
義
問
題
（
Ｊ
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
説
を
め
ぐ
っ
て
）

わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
上
記
の
ご
と
く
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
の
古
典
的
共
和
主
義
の
先
行
論
者
で
あ
る
こ
と
を
仮
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
本
項
は
ま
ず
、
ニ
ー
ダ
ム
が
一
六
五
〇
年
に
刊
行
し
た
文
献
（『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
共
和
国
擁
護
論
』﹇
以
下
、『
共
和
国
擁
護
論
』
と
略
記
﹈）

に
よ
っ
て
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
的
共
和
主
義
を
念
頭
に
置
い
た
部
分
か
ら
、
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
再
度
議
会
派

陣
営
に
立
っ
て
論
陣
を
開
始
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
『
共
和
国
擁
護
論
』
に
お
け
る
文
節
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
当
時
の
王
政
派
陣
営
を
批
判
し
、
か
つ
自
ら
の
共
和
主
義
を
マ
キ
ャ

ヴ
ェ
ッ
リ
的
立
場
に
立
脚
し
て
論
及
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
の
現
統
治
者
と
、
先
き
の
国
王
の
息
子
と
の
い
か
な
る
調

和
の
媒
介
も
あ
り
得
ぬ
」
と
し
て
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
王
政
派
か
ら
の
離
別
か
ら
の
立
場
を
明
確
に
す
る
。
更
に
彼
は
「
た
と
え
国
王
が
国

家
の
所
有
者
と
な
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
剣
に
よ
る
征
服
お
よ
び
権
力
に
よ
る
に
違
い
な
か
ろ
う
」
と
し
て
君
主
批
判
を
続
け
る
。
そ
の

結
果
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
過
去
に
あ
っ
た
ご
と
く
、
僭
主
政
と
な
る
と
い
う
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、「
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
次
の
よ
う
に
適
切

に
語
る
。
即
ち
、
僭
主
政
な
い
し
君
主
制
の
束
縛
を
棄
て
、（
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
言
葉
で
は
こ
の
二
つ
用
語
は
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
）
か
つ
新

し
く
自
分
達
の
自
由
を
得
た
一
国
民
は
、
国
王
な
い
し
僭
主
の
親
友
な
い
し
家
臣
で
あ
っ
た
敵
に
全
て
属
す
る
者
で
あ
る
と
み
な
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
こ
う
し
た
家
臣
達
の
抜
擢
優
先
権
を
失
っ
た
支
配
者
ら
は
、
自
由
の
崩
壊
の
上
に
自
ら
を
再
度
樹
立
し
、
か
つ
僭
主
政
へ
と
再

（
六
）
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七

度
切
望
す
る
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
努
め
る
以
外
に
決
し
て
基
づ
か
な
か
ろ
う
。
国
王
ら
は
恣
意
的
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

思
い
切
っ
て
自
由
を
主
張
す
る
以
外
に
な
さ
ぬ
人
々
に
反
対
し
て
猛
烈
な
仕
返
し
を
な
す
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
（
1
）

」
と
記
し
た
。

こ
れ
は
、
典
型
的
な
議
会
派
に
抗
す
る
専
断
的
君
主
制
に
対
す
る
ニ
ー
ダ
ム
の
態
度
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
か
く
し
て
、
ニ
ー
ダ
ム

が
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
的
共
和
主
義
原
理
を
と
る
と
仮
定
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
文
を
、
古
典
的
共
和
主
義
と
し
て
の
象
徴
的
な
事
例
と

し
て
示
し
た
。

ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
立
場
か
ら
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
原
理
問
題
を
、﹇
宗
教
純
化
的
﹈
清
教
徒
革
命
と
﹇
社
会
的

な
変
化
も
含
む
﹈
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
の
視
点
か
ら
複
眼
的
に
設
定
す
る
こ
と
と
な
る
。「﹇
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
﹈
諸
個
人
の
自
己
保
存
の
積

極
的
な
目
的
（
主
体
的
参
加
）
は
、
千
年
王
国
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
」
一
六
四
九
年
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
数
年
に
お
け
る
、
支
配
的
な

言
葉
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
視
角
か
ら
論
じ
始
め
る
。
即
ち
、
当
時
の
第
五
王
国
派
な
ど
は
、
千
年
紀
に
お
い
て

人
々
が
最
大
限
の
最
終
的
解
放
お
よ
び
贖
い
（
神
の
民
に
よ
る
現
実
と
の
切
断
事
項
）
へ
と
、
自
国
史
を
通
じ
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

神
に
よ
り
呼
び
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
共
和
国
」
用
語
（
共
和
国
に
お
い
て
人
々
は
、﹇
民
主
政
の
主
体
と
し
て
の
﹈
市
民
参
加
の
枠
組
み
に
お

い
て
よ
き
生
活
能
力
を
理
解
す
る
）
は
、
あ
ま
り
容
易
に
参
加
し
得
ぬ
が
ゆ
え
に
、
時
代
の
優
位
的
な
宗
教
的
関
心
事
に
適
応
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
と
は
い
え
こ
の
共
和
国
用
語
は
、
利
用
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
千
年
王
国
説
的
民
主
政
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
や

デ
ィ
ッ
ガ
ー
ズ
﹇
政
治
的
な
民
主
主
義
を
主
張
す
る
党
派
﹈
と
の
関
係
が
独
立
派
の
勝
利
に
よ
っ
て
断
た
れ
た
。
従
っ
て
こ
の
よ
り
宗
教

原
理
主
義
的
な
第
五
王
国
派
は
、
キ
リ
ス
ト
の
到
来
を
予
想
す
る
場
合
を
除
き
い
か
な
る
統
治
に
も
関
与
し
な
い
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
の

到
来
は
、
少
し
の
予
想
の
必
要
も
な
い
ほ
ど
確
か
で
あ
る
と
み
な
し
た
人
も
、
少
な
く
と
も
い
た
と
い
う
。
ゆ
え
に
千
年
王
国
説
的
民
主

政
は
当
時
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
新
政
府
を
、
一
部
に
積
極
的
に
推
奨
し
よ
う
と
す
る
も
う
一
つ
の
様
態
の
必
要
に
応
え
た
か
も
し
れ

（
七
）
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な
い
。
即
ち
、
共
和
主
義
理
論
は
、
自
然
主
義
的
根
拠
に
よ
る
事
実
上
の
政
府
へ
の
服
従
の
急
進
的
提
唱
に
、
別
の
形
で
知
ら
れ
る
作
者

に
よ
っ
て
、
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
っ
て
一
六
五
〇
年
か
ら
一
六
五
二
年
ま
で
に
使
わ
れ
は
じ
め
た
（
2
）

。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
古
典
的
（
な
い
し
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
的
）
共
和
主
義
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
ダ
ム
の
共
和
主
義
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
一
六
五
〇
│
一
六
五
二
）
と
み
な
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
で
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
民
衆
中
心
型
共
和
主

義
を
、
更
に
よ
り
原
資
料
に
そ
っ
て
論
究
す
る
段
階
に
入
る
。

こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、「
金
ず
く
で
動
く
行
為
」
を
極
め
て
示
唆
的
様
態
に
よ
っ
て
一
度
以
上
に
わ
た
っ
て
「
基
盤
的
陣
営
を
変

え
」
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
自
ら
の
賛
成
の
重
要
性
と
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
デ
ィ
ス
ト
の
誠
実
さ
を
混
同
す
る
誤
り
に
反
対
す
る
古
典
的
警
告
者

で
あ
っ
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
自
ら
の
王
政
主
義
段
階
の
活
動
の
ゆ
え
に
投
獄
さ
れ
た
た
め
、
新
政
府
へ
の
服
従
を
主
張
す
る
任
務
の
約
束

の
自
由
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
立
場
の
上
記
の
『
共
和
国
擁
護
論
』
は
、
一
六
五
〇
年
の
前
半
に
登
場
し
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
以
前
の

（
以
下
の
ニ
ュ
ー
ス
週
刊
誌
に
先
行
す
る
）
経
験
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
新
政
府
の
『
政
治
報
知
』
誌
編
集
者
に
任
命
さ
れ
た
。
最
初
に
彼
は
、

主
に
論
説
を
『
共
和
国
擁
護
論
』
か
ら
引
用
し
、
か
つ
供
給
し
た
。
こ
れ
ら
は
第
一
次
的
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
的
根
拠
（
武
装
市
民
的
前

提
）
で
、
剣
の
所
持
者
に
対
し
て
誰
で
あ
れ
許
可
を
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
根
拠
は
、
政
府
全
て
が
剣
に
根
差
さ
れ
、
か
つ
諸
個
人
の
最

初
の
義
務
が
自
己
保
存
で
あ
り
、
あ
る
い
は
破
壊
し
得
る
人
が
剣
を
も
た
ぬ
人
か
ら
の
服
従
を
命
じ
る
と
い
う
論
理
に
お
い
て
ニ
ー
ダ
ム

の
主
張
に
お
け
る
征
服
論
や
、
随
伴
す
る
決
疑
論
（casuistry

）
の
諸
要
素
が
あ
る
（
3
）

。
ニ
ー
ダ
ム
は
議
会
派
の
立
場
に
立
ち
、
国
王
が
混

合
政
体
論
争
に
お
い
て
国
王
の
役
割
を
不
当
に
主
張
す
る
剣
に
頼
っ
た
と
批
判
し
、
神
が
容
認
も
す
る
と
い
う
決
闘
審
判
（
の
た
と
え
）

に
敗
北
さ
せ
ら
れ
た
結
果
に
よ
っ
て
、
勝
者
（
議
会
派
）
全
て
を
侵
し
た
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
剣
が
政
府
す
べ
て
に
先
行

し
、
政
府
は
全
て
権
利
に
先
行
す
る
と
ニ
ー
ダ
ム
は
言
う
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
を
引
用
す
る
事
実
上
の
作
者
達
の
も
の
を
支
え
る

（
八
）
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結
論
に
独
立
的
に
到
達
し
た
ご
と
く
、﹇
主
権
行
使
の
権
力
に
よ
る
裏
付
け
の
﹈
是
認
を
も
っ
て
ホ
ッ
ブ
ズ
を
引
用
す
る
事
実
上
の
作
者

達
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
（
4
）

。

次
に
わ
れ
わ
れ
の
ニ
ー
ダ
ム
論
は
、
こ
の
ホ
ッ
ブ
ズ
的
現
実
主
義
を
受
け
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
視
角
と
リ
ア
リ
ス
ト
的
視
点
を
絡
ま
せ

る
。
ま
ず
そ
れ
は
、
変
節
を
金
ず
く
で
動
く
論
者
と
し
て
ニ
ー
ダ
ム
の
リ
ア
リ
ス
ト
的
視
点
で
受
け
る
。
こ
れ
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
名
を

使
っ
て
国
王
と
民
衆
の
対
立
を
示
し
、
古
代
の
共
和
制
ロ
ー
マ
の
対
立
の
も
の
と
、
当
時
の
国
王
と
民
衆
の
対
立
の
武
装
的
類
似
に
よ
っ

て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
民
衆
が
国
王
の
専
制
や
腐
敗
に
抗
す
る
﹇
神
も
認
め
る
が
故
に
﹈
決
闘
審
判
に
た
と
え
、
前
者
﹇
市
民
﹈

の
公
的
正
当
性
を
も
つ
勝
利
と
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
自
己
保
存
（
第
一
原
理
）
的
立
場
を
示
す
。

更
に
ニ
ー
ダ
ム
の
『
共
和
国
擁
護
論
』
は
、「
自
由
国
家
の
優
秀
性
論
」
結
論
章
を
含
む
。
こ
の
結
論
章
は
、『
政
治
報
知
』
誌
の
他
の

論
説
か
ら
形
成
さ
れ
た
著
作
を
出
版
す
る
際
に
、
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
っ
て
使
わ
れ
た
表
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
部
分
、
一
六
五
一
年
九
月

か
ら
一
六
五
二
年
八
月
ま
で
に
現
れ
た
『
優
秀
性
』
に
あ
る
。
一
六
五
六
年
の
『
優
秀
性
』
に
含
ま
れ
た
資
料
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
、

一
六
五
一
年
二
月
頃
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
論
調
の
決
定
的
な
変
化
は
、『
政
治
報
知
』
誌
の
九
月
の
第
三
号
に
起
こ
る
よ

う
に
思
え
る
（
5
）

。
そ
れ
は
、
ウ
ー
ス
タ
ー
の
戦
い
の
「
神
か
ら
の
最
高
の
恵
み
」
に
よ
る
勝
利
後
に
ま
も
な
く
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
ま
っ
た

く
偶
然
か
も
し
れ
ぬ
。
ニ
ー
ダ
ム
は
論
説
で
使
い
得
る
『
共
和
国
擁
護
論
』
か
ら
の
資
料
の
終
わ
り
に
、
簡
明
に
到
達
し
得
た
か
も
し
れ

ず
、
後
の
『
優
秀
性
（
一
六
五
六
）』
と
な
っ
た
極
め
て
体
系
的
な
資
料
の
性
格
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
原
稿
版
で
既
に
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
後
の

著
書
を
な
す
も
の
で
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
王
政
派
の
敗
北
時
が
何
時
で
あ
れ
『
政
治
報
知
』
誌
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
的
順
行
の
説
明
か
ら
、

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
「
最
愛
の
民
衆
」
概
念
に
基
づ
く
「
急
進
共
和
主
義
」
の
詳
細
設
定
へ
と
変
化
し
た
。「
最
愛
の
民
衆
」
と
い
う
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
以
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
明
確
に
表
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
政
治
週
刊
誌
の
存
在
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア
ナ

（
九
）
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a

﹈
共
和
国
（
一
六
五
六
）』﹇
た
と
え
こ
れ
が
一
六
五
三
年
前
後
に
主
に
構
成
さ
れ
た
と
し
て
も
﹈（
以

下
、『
オ
シ
ア
ナ
』
と
略
記
）
の
主
要
な
先
駆
と
し
て
ニ
ー
ダ
ム
を
位
置
づ
け
る
。
こ
う
し
た
政
治
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
け
る
ニ
ー
ダ
ム
の

論
説
は
、
確
か
に
一
六
四
〇
年
代
か
ら
一
六
五
〇
年
代
初
期
に
か
け
て
多
く
流
布
し
た
か
ら
で
あ
る
（
6
）

。

こ
の
ニ
ー
ダ
ム
論
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
か
な
り
具
体
的
に
し
て
明
確
な
記
述
を
示
す
こ
と
と
な
る
。『
共
和
国
擁
護
論
』
に
続
き
、

ニ
ー
ダ
ム
の
『
優
秀
性
』
が
政
治
週
刊
誌
に
最
初
に
出
た
年
月
に
よ
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
も
の
よ
り
も
数
年
早
く
流
布
し
、
か
つ
ウ
ー
ス

タ
ー
の
戦
い
で
の
議
会
派
の
勝
利
前
後
と
あ
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
は
言
及
し
た
。
更
に
ニ
ー
ダ
ム
が
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

主
義
と
共
通
す
る
基
本
原
理
で
あ
る
急
進
共
和
主
義
概
念
に
よ
っ
て
記
述
し
た
こ
と
な
ど
も
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
用
語
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
の
共
和
主
義
の
先
駆
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
論
及
し
た
。

わ
れ
わ
れ
に
は
こ
れ
を
受
け
、
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
の
先
駆
者
と
し
て
の
ニ
ー
ダ
ム
の
共
和
主
義
論
を
よ
り
徹
底
的
に
位
置
づ
け
る
必
要
性

が
求
め
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
の
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
論
を
続
け
れ
ば
、
剣
の
事
実
上
の
保
持
者
﹇
議
会
派
の
幹
部
﹈

（
征
服
者
﹇
の
権
威
﹈
は
、
決
闘
審
判
の
よ
う
な
も
の
に
お
い
て
没
収
に
よ
っ
て
復
帰
し
た
。
こ
の
征
服
者
は
民
衆
に
擁
護
を
与
え
、
か
つ
服
従
を
強
い

た
）
は
、
最
大
限
の
集
合
的
な
軍
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
理
論
上
、
征
服
的
、
参
加
的
、
あ
る
い
は
選
出
的
エ
リ
ー
ト
、
ま
た
は
他
の
共
和

主
義
公
式
の
多
数
者
な
い
し
民
衆
と
し
て
定
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ニ
ー
ダ
ム
は
今
、『
政
治
報
知
』
誌
が
一
六
五
一
年
か
ら

一
六
五
二
年
に
か
け
て
、
自
ら
の
選
挙
目
的
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
武
装
す
る
多
数
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
の
に
民
主
政
的
共
和
国
の

た
め
、
意
識
的
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
的
青
写
真
で
あ
る
点
ま
で
他
の
共
和
主
義
公
式
の
多
数
者
な
い
し
民
衆
の
立
場
を
採
用
し
た
。
ニ
ー

ダ
ム
の
意
図
は
、
民
衆
の
剣
へ
の
服
従
を
説
く
こ
と
に
こ
の
場
合
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
剣
を
そ
れ
自
体
で
、
立
て
る
方
法
を
教
え
る
こ
と

に
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
次
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由
で
民
衆
に
よ
る
頻
繁
に
し
て
定
期
的
選
挙
を
確
保
す
る
た
め
に
軍
を
取
り
上
げ
、
か
つ

（
一
〇
）
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精
力
的
に
追
求
す
る
。
と
い
う
の
は
軍
は
、
市
民
が
政
治
の
原
動
力
で
あ
り
、
そ
の
市
民
の
独
立
的
自
由
を
保
障
す
る
が
故
で
あ
り
、
軍

は
反
動
を
阻
止
す
る
が
故
で
あ
る
（
7
）

と
積
極
的
に
進
め
る
。
革
命
は
小
さ
な
私
益
グ
ル
ー
プ
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
彼

ら
（
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
『
リ
ウ
ィ
ウ
ス
論
』
で
警
告
し
た
）「
ブ
ル
ト
ゥ
ス
の
息
子
」
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
バ
ラ
戦
争
期
の
キ
ン
グ
メ
ー

カ
ー
の
ウ
ォ
リ
ッ
ク
の
よ
う
な
、
彼
ら
独
自
の
目
的
の
た
め
に
、
古
き
貴
族
の
支
配
家
族
に
戻
る
こ
と
に
い
つ
も
誘
惑
さ
れ
て
し
ま
お
う
（
8
）

。

更
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
馴
染
み
な
「
ブ
ル
ト
ゥ
ス
の
息
子
」
表
現
な
ど
を
受
け
、
前
の
軍
と
民
衆
に
よ
る
武
力
的
優
位
に
つ

い
て
征
服
論
や
決
闘
審
判
（
の
た
と
え
）
の
み
で
、
自
ら
論
理
を
正
当
化
す
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
こ
と
に
ま
ず
言
及
す
る
。
即
ち
、
民
衆

の
主
体
性
を
第
一
義
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
議
会
選
挙
を
前
提
と
す
る
こ
と
も
併
せ
て
こ
こ
で
は
検
証
す
る
。
こ
こ
で
の
ニ
ー
ダ
ム

は
、
有
力
者
な
い
し
貴
族
に
よ
る
強
力
な
排
他
的
権
力
機
構
の
復
活
を
阻
止
す
る
こ
と
も
付
け
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ゆ
え
に
ニ
ー
ダ
ム
に
と
っ
て
次
の
よ
う
な
君
主
な
い
し
貴
族
中
心
型
の
堅
固
な
権
力
形
態
論
は
、
民
衆
の
自
由
に
脅
威
と
批
判
す
る
。

即
ち
、
こ
う
し
た
少
数
者
に
よ
る
権
力
機
構
は
、
多
数
者
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
。『
政
治
報
知
』
誌
は
、「
国
王
」
権
力
な
い
し
「
排
他

的
」
権
力
機
構
（
こ
の
二
つ
の
用
語
は
、
民
衆
に
よ
る
監
督
か
ら
離
れ
た
権
威
行
使
を
意
味
す
る
の
に
事
実
上
、
同
義
語
と
な
る
）
の
復
活
に
反
対

す
る
長
い
運
動
を
継
続
す
る
。
至
る
と
こ
ろ
で
こ
の
標
的
は
、
世
襲
貴
族
制
の
復
活
な
い
し
確
立
し
た
貴
族
制
の
樹
立
な
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
ニ
ー
ダ
ム
（
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
よ
り
も
は
る
か
に
厳
格
に
）
は
、
ロ
ー
マ
の
貴
族
と
民
衆
間
の
主
要
な
対
決
原
因
と
み
な
す
。
実
の
と
こ

ろ
、
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
な
イ
タ
リ
ア
資
料
の
使
用
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
急
進
思
想
に
定
期
的
に
置
く
。
ニ
ー
ダ
ム
は
ツ
キ
ジ
デ
ス

に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
コ
ル
キ
ュ
ラ
島
の
寡
頭
者
の
虐
殺
を
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
共
和
国
の
メ
リ
ッ
ト
と
全
体
的
に
み
な
し
た
、「
復

讐
の
多
く
の
憎
悪
、
大
き
な
記
憶
お
よ
び
大
き
な
願
望
」
事
例
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
（
9
）

。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
ス
パ
ル
タ
を
犠
牲
に
し
て
ア
テ

ナ
イ
の
民
主
政
を
定
期
的
に
称
賛
す
る
（
し
か
し
こ
の
説
は
古
典
的
共
和
主
義
理
論
に
は
稀
で
あ
る
）。
ニ
ー
ダ
ム
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
、
よ
り

（
一
一
）
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通
常
で
な
い
け
れ
ど
も
、
定
期
的
に
共
和
国
と
し
て
仮
面
舞
踏
会
を
行
う
腐
敗
し
た
「
排
他
的
」
寡
頭
制
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
し
て
非
難
す

る
（
10
）

。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
、
流
動
化
さ
れ
た
コ
ル
キ
ュ
ラ
人
お
よ
び
ア
テ
ナ
イ
の
三
〇
人
僭
主
は
、
敵
と
し
て
の
有
力
者
﹇grandees

﹈
と

し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
（
11
）

。
し
か
し
空
位
期
の
主
題
に
お
い
て
極
め
て
有
力
な
方
法
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ー
ダ
ム
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

で
恐
れ
る
こ
と
が
ど
ん
な
「
排
他
的
貴
族
制
」
機
構
を
意
図
し
た
の
か
は
、
不
明
確
で
あ
る
。
古
き
貴
族
の
反
ノ
ル
マ
ン
的
濫
用
も
あ
っ

た
（
12
）

が
、
多
く
な
か
っ
た
。
封
建
土
地
保
有
要
件
（feudal tenure

）
の
消
滅
の
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
主
張
の
影
を
覆
う
全
て
が
以
下
の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
征
服
の
一
連
の
コ
メ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
征
服
の
一
連
の
コ
メ
ン
ト
は
、
彼
ら
の
領
主

（lords

）
お
よ
び
首
長
（chiefs
）
の
遺
産
相
続
が
可
能
な
管
轄
権
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
借
地
人
﹇
封
土
権
者
﹈（tenants

）
を
解
放
す

る
の
に
大
い
に
必
要
性
を
構
成
す
る
（
と
い
う
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
（
13
））。「

排
他
的
貴
族
制
」
に
反
対
し
て
論
争
術
が
議
会
に
お
け
る
揺
る
ぎ
な

く
し
て
自
己
保
存
的
な
（
寡
頭
制
機
構
と
し
て
の
）
残
部
議
会
に
対
す
る
増
大
す
る
軍
の
不
満
を
信
じ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
確
か
な
こ
と
は
す
べ
て
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、『
政
治
報
知
』
誌
は
、
共
和
主
義
理
論
が
上
院
の
憲
法
的
意
味
に
お
け

る
世
襲
的
形
態
な
い
し
他
の
形
態
で
確
立
し
た
貴
族
制
に
抗
し
て
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
展
開
さ
れ
る
の
か
を
初
め
て
表
示
す
る
﹇
こ
と

な
の
で
あ
る
﹈。
頻
繁
に
し
て
継
続
的
議
会
、
選
挙
に
よ
る
定
期
的
「
公
職
交
代
制
﹇rotation

﹈」（
こ
れ
を
ニ
ー
ダ
ム
は
「
公
職
全
交
代
制

（revolution

）」
と
呼
び
、
か
つ
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
公
職
輪
番
制
と
呼
ん
だ
）
は
、
僭
主
政
に
抗
す
る
唯
一
の
防
波
堤
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
の
使

用
は
、
貴
族
院
が
君
主
と
民
衆
と
の
「
仕
切
り
に
し
て
防
波
堤
」
と
し
て
仕
え
た
と
『
一
九
箇
条
の
提
案
へ
の
回
答
』
に
見
出
さ
れ
る
、

主
張
の
拒
否
を
含
意
す
る
か
も
し
れ
な
か
ろ
う
（
14
）

。

わ
れ
わ
れ
の
ニ
ー
ダ
ム
論
は
前
の
国
王
の
『
一
九
箇
条
へ
の
回
答
』
を
受
け
、
共
和
主
義
的
な
自
由
を
確
保
す
る
た
め
の
障
害
の
除
去

の
視
点
か
ら
開
始
す
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
国
王
権
力
お
よ
び
こ
の
性
質
に
近
い
排
他
的
権
力
機
構
を
標
的
に
し
続
け
る
。
こ
の
共
通
項
は
、

（
一
二
）
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強
大
な
世
襲
制
の
国
王
と
貴
族
権
力
で
あ
っ
た
と
い
う
。
更
に
ニ
ー
ダ
ム
は
、
ロ
ー
マ
の
貴
族
と
民
衆
に
よ
る
対
立
図
式
を
想
定
さ
せ
、

民
衆
の
優
越
状
態
を
描
く
こ
と
と
な
っ
た
。
次
に
ニ
ー
ダ
ム
は
そ
れ
を
標
的
と
す
る
の
に
類
す
る
も
の
な
ら
び
に
、
ア
テ
ナ
イ
の
三
〇
人

僭
主
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
封
建
土
地
保
有
要
件
の
廃
止
を
唱
え
る
な
ど
に
よ
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
的
主
張
を
展
開
す
る
。
更
に
ニ
ー
ダ
ム

は
、
残
部
議
会
の
寡
頭
支
配
制
に
ま
で
批
判
を
広
げ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ニ
ー
ダ
ム
が
こ
れ
ら
の
弊
害
を
除
去
す
る
た
め
公
職
輪
番
制
を
唱

え
る
に
至
る
と
こ
ろ
ま
で
進
め
る
。
最
後
に
ニ
ー
ダ
ム
は
、
混
合
政
体
﹇
民
衆
議
会
と
貴
族
院
に
よ
る
﹈
論
に
お
け
る
貴
族
院
の
拒
否
に

ま
で
高
め
る
可
能
性
を
想
定
さ
せ
る
論
理
を
展
開
す
る
こ
と
も
加
え
る
（
15
）

。

更
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
的
共
和
主
義
の
核
心
に
論
究
す
る
に
段
階
に
至
る
。
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
れ
ば
、
頻
繁

な
民
衆
選
挙
﹇popular elections
﹈（
こ
れ
を
も
と
に
民
兵
の
剣
﹇
民
兵
主
義
﹈
に
よ
る
支
配
は
、
本
質
的
な
前
提
条
件
で
あ
る
）
は
、
常
設
貴

族
制
機
構
の
増
大
を
た
ん
に
抑
制
す
る
ば
か
り
で
な
い
の
で
あ
る
。
頻
繁
な
民
衆
選
挙
は
腐
敗
お
よ
び
徒
党
の
増
大
、
同
じ
者
の
手
に
立

法
権
お
よ
び
執
行
権
の
集
中
を
抑
制
し
よ
う
（
16
）

。
独
占
化
し
か
つ
抑
制
な
き
権
力
形
態
全
て
は
、
民
衆
の
憎
悪
を
育
み
、
か
つ
民
衆
の
理
性

を
禁
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
衆
の
理
性
を
破
壊
す
る
（
17
）

。
ニ
ー
ダ
ム
に
と
っ
て
、
民
衆
選
挙
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
極
め
て
多
く
言
っ
た

「
基
本
原
理
の
更
新
﹇
公
職
の
定
期
的
交
代
任
期
制
﹈」（renew

al of basic principles

）
を
も
た
ら
す
と
し
て
示
さ
れ
る
、
共
和
主
義
理
論

の
本
質
的
な
前
提
条
件
に
近
づ
く
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
共
和
国
の
均
衡
に
必
要
な
先
見
の
明
の
あ
る
少
数
者
が
与
え
る
民
衆
の
選
択
に
そ
れ

を
委
ね
よ
う
。
ニ
ー
ダ
ム
は
基
本
的
要
素
に
そ
れ
自
体
関
わ
り
、
多
数
者
の
良
識
ほ
ど
「
国
家
の
秘
密
（arcana im

perii

）」
を
扱
う
、
少

数
者
の
智
恵
を
与
え
る
ほ
ど
ま
で
に
差
し
迫
っ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
（
18
）

。
人
々
が
支
配
し
、
か
つ
当
然
な
が
ら
権
力
を
追
求
す
る
た
め
に

生
ま
れ
る
が
ゆ
え
に
、
唯
一
の
安
全
な
統
治
形
態
は
す
べ
て
の
者
が
支
配
に
お
い
て
交
代
し
、
か
つ
権
力
が
規
定
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
も

集
中
し
な
い
形
態
で
あ
る
（
19
）

。

（
一
三
）
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こ
の
『
政
治
報
知
』
誌
部
分
は
短
い
け
れ
ど
も
、
内
容
に
お
い
て
最
も
重
要
な
部
分
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
前
の
民
衆
選
挙
に
よ
る
公

職
輪
番
制
を
受
け
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
よ
る
権
力
の
抑
制
お
よ
び
腐
敗
防
止
制
度
に
従
い
、
民
衆
の
基
礎
を
民
兵
に
置
く
こ
と
を
確
認
し
、

排
他
的
貴
族
制
に
よ
る
害
悪
の
阻
止
を
措
定
す
る
。
こ
れ
は
、
貴
族
制
の
少
数
者
支
配
原
理
に
反
対
す
る
多
数
者
の
支
配
原
理
を
、
民
衆

選
挙
に
よ
る
「
基
本
原
理
の
更
新
﹇
公
職
の
定
期
的
交
代
任
期
制
﹈」
と
表
現
す
る
に
至
っ
た
。
最
後
に
ニ
ー
ダ
ム
は
、「
国
家
の
秘
密
」
を

扱
う
従
来
の
少
数
者
支
配
原
理
よ
り
も
民
衆
の
有
徳
に
よ
っ
て
、
排
他
的
貴
族
制
よ
り
も
優
越
す
る
論
理
を
定
立
す
る
こ
と
と
な
る
。

引
き
続
き
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
『
優
秀
性
』
の
第
五
章
「
あ
ら
ゆ
る
正
当
な
権
力
は
民
衆
に
あ
る
」
章
に
関
わ
る
。
こ
れ
は
、

君
主
神
授
権
説
に
抗
す
る
、
自
ら
の
古
典
的
共
和
主
義
的
立
場
か
ら
の
反
論
か
ら
論
を
展
開
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
人
々
が
（
ニ
ー
ダ
ム
は

Ｒ
・
フ
ィ
ル
マ
ー
卿
に
言
及
せ
ず
に
）
家
父
長
の
権
威
に
自
然
的
に
服
す
る
議
論
を
、
ニ
ー
ダ
ム
が
ホ
イ
ッ
グ
党
の
心
性
に
反
す
る
と
し
て

清
教
徒
﹇
神
の
民
の
純
化
﹈
に
最
も
有
効
な
可
能
的
議
論
に
よ
っ
て
退
け
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
モ
ー
セ
か
ら
サ
ム
エ
ル
ま
で
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、

掟
の
摂
理
﹇a dispensation of law

﹈（
そ
の
権
威
は
た
ん
に
家
族
の
権
力
ば
か
り
で
な
く
）
を
通
じ
て
神
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
神
政
政
治

（
現
実
政
治
か
ら
の
切
断
論
理
）
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ
人
が
自
ら
を
、（
少
し
も
国
王
を
選
出
し
な
い
）
排
他
的
（
あ
る
い
は

「
常
設
的
」）
な
権
威
機
構
お
よ
び
使
命
の
不
平
等
な
行
使
を
示
す
が
ゆ
え
に
、
キ
リ
ス
ト
は
約
束
を
再
開
す
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
約
束

を
普
遍
的
に
ア
ク
セ
ス
可
能
に
せ
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
は
、
神
政
政
治
を
更
新
﹇
再
開
﹈
し
な

か
っ
た
。
と
は
い
え
キ
リ
ス
ト
は
、
時
代
の
終
わ
り
に
自
ら
の
支
配
下
に
救
い
お
よ
び
祝
福
形
態
で
神
政
政
治
を
約
束
し
た
。
そ
し
て
神

の
王
国
が
現
世
で
は
な
く
、
か
つ
教
会
の
聖
職
者
達
に
お
い
て
政
治
的
権
威
を
奪
お
う
と
す
る
い
か
な
る
試
み
も
、
そ
の
当
初
か
ら
反
キ

リ
ス
ト
の
仕
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
20
）

。
こ
の
民
主
政
的
共
和
国
（
そ
の
国
民
は
全
て
区
別
な
く
し
て
権
力
を
行
使
し
た
）

は
、
偽
り
﹇
君
主
神
授
権
説
﹈
の
主
張
に
対
す
る
最
も
完
全
な
想
像
し
得
る
否
定
で
あ
っ
た
。
ニ
ー
ダ
ム
の
共
和
主
義
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン

（
一
四
）
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の
共
和
主
義
の
ご
と
く
、
約
束
さ
れ
た
聖
人
﹇
聖
職
者
﹈
達
（
彼
ら
の
結
果
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
同
様
に
長
老
制
派
を
決
定
的
に
示
す
よ
う
に

﹇
か
つ
批
判
す
る
よ
う
に
﹈
思
え
る
）
間
に
お
け
る
決
闘
審
判
の
た
と
え
が
神
の
掟
の
権
威
に
抗
す
る
反
キ
リ
ス
ト
的
に
し
て
偽
り
の
要
求
の

仕
業
で
あ
っ
た
と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
け
る
も
の
に
負
う
た
の
で
あ
る
。
全
て
の
「
排
他
的
貴
族
制
」
機

構
の
う
ち
の
最
悪
の
者
は
、
教
会
聖
職
者
達
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
聖
職
者
達
は
あ
る
べ
き
共
和
国
を
不
可
能
に
し
た
と
措
定
す
る
。
共

和
国
は
、
キ
リ
ス
ト
の
先
駆
者
と
し
て
行
動
す
る
の
に
最
も
要
件
づ
け
ら
れ
る
統
治
形
態
と
み
な
さ
れ
る
適
切
な
主
張
（
ニ
ー
ダ
ム
と
別

な
作
者
に
登
場
す
る
よ
う
な
）
を
有
し
た
（
21
）

。

ニ
ー
ダ
ム
は
こ
こ
で
ま
ず
、
当
時
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
﹇
政
治
主
体
と
し
て
の
神
の
民
に
よ
る
徹
底
的
純
化
﹈
的
争
点
に
よ
っ
て

フ
ィ
ル
マ
ー
的
絶
対
主
義
を
標
的
と
し
て
論
を
開
始
す
る
。
こ
の
神
の
解
釈
は
、
神
の
支
配
下
に
あ
る
君
主
へ
の
絶
対
服
従
を
意
味
す
る

の
で
は
な
く
、
神
か
ら
直
接
的
に
民
が
救
わ
れ
、
か
つ
神
の
意
志
に
沿
っ
て
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
こ
う
し
た
解
釈
が

基
本
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
民
主
政
的
共
和
主
義
の
基
礎
で
あ
る
。
君
主
神
授
権
説
は
、
こ
の
民
の
救
済
に
そ
ぐ
わ
ぬ
も
の
と
し
て
一
蹴
さ

れ
る
。
こ
こ
か
ら
当
時
の
教
会
聖
職
者
に
基
づ
く
も
の
（
排
他
的
貴
族
制
）
も
、
神
に
よ
る
民
の
救
済
を
害
す
る
も
の
と
し
て
徹
底
的
に

批
判
さ
れ
る
。
従
っ
て
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
原
理
は
、
キ
リ
ス
ト
教
共
和
主
義
に
合
致
し
た
論
理
と
し
て
主
張
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

ゆ
え
に
こ
の
ニ
ー
ダ
ム
問
題
を
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
ポ
ー
コ
ッ
ク
説
を
踏
ま
え
、
結
論
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
議
論
の
方
向
の
多
く
は
『
オ
シ
ア
ナ
』
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ニ
ー
ダ
ム
の
『
政
治
報
知
』
誌
の
論
説
を
、

共
和
国
の
必
要
へ
の
共
和
主
義
的
適
用
に
お
け
る
開
拓
者
的
著
作
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
共
和
国
は
、
聖
職
者
達
な
ど
に
よ
る
貴

族
制
的
な
少
数
者
権
力
支
配
を
阻
止
す
る
た
め
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
可
能
な
る
回
答
で
あ
り
、
非
正
統
化
の
時
機
を
定
め
か
つ
こ
の

（
一
五
）
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非
正
統
的
な
も
の
か
ら
の
出
口
を
求
め
る
一
つ
の
途
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ニ
ー
ダ
ム
は
多
分
、
事
実
上
の
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
議
論
の
性
質
を

極
め
て
よ
く
理
解
し
た
が
ゆ
え
に
、
次
の
よ
う
に
認
識
し
た
。
即
ち
、
共
和
主
義
理
論
は
、
一
六
四
七
年
の
民
主
政
的
・
千
年
王
国
説
的

希
望
を
復
活
さ
せ
る
（
し
か
し
聖
職
者
エ
リ
ー
ト
で
な
く
、
民
兵
の
エ
リ
ー
ト
に
限
定
さ
れ
る
方
法
で
あ
る
）
の
に
更
に
使
い
得
る
と
﹇
認
識
し

た
﹈。
こ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
古
き
よ
き
大
義
の
支
持
者
に
抗
し
て
自
ら
の
不
本
意
を
認
識
し
、
か
つ
一
八
世
紀
の
共
和
主
義
者
の
た
め

の
ホ
イ
ッ
グ
党
の
聖
典
の
支
柱
と
し
て
死
後
に
理
解
さ
れ
た
理
由
な
の
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
の
著
作
は
、
極
め
て
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
的
な

共
和
主
義
的
ブ
ラ
ン
ド
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
共
和
主
義
者
﹇
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
メ
ン
﹈
の
政
治
的
語
彙
に
入
る
様
態
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し

た
。
こ
れ
が
「
護
国
卿
制
に
反
対
す
る
主
張
の
様
態
と
な
る
の
か
は
依
然
と
し
て
、
解
決
さ
れ
な
い
」
と
い
う
（
22
）

。

ポ
ー
コ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ニ
ー
ダ
ム
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
的
な
解
釈
は
、
確
か
に
そ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
主
義
の
少
な
く
と
も

数
年
早
い
開
拓
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
確
か
に
ニ
ー
ダ
ム
は
、
残
部
議
会
に
よ
る
寡
頭
制
お
よ
び
単
独
者
支
配
優
位
型
の
護
国
卿
制
に
極

め
て
批
判
的
な
視
点
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
ニ
ー
ダ
ム
の
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
急
進
共
和
主
義
と
全
て
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
ニ
ー
ダ
ム
に
は
む
し
ろ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
の
視
点
を
示
す
問
題
点
が
残
る
と
し
て
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
は
こ
の
主

題
を
結
ぶ
。

わ
れ
わ
れ
は
か
く
し
て
、
有
力
な
論
者
か
ら
発
す
る
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
原
理
問
題
を
、
原
資
料
を
踏
ま
え
つ
つ
設
定
し
た

こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
以
下
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
課
題
も
託
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
1
） M

.N
edham

,T
h

e C
ase of th

e C
om

m
on

w
ealth

 of E
n

glan
d,L
ondon,1650,pp.41-42.

こ
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
共
和
国
擁
護
論
』
の
副
題
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
共
和
国
の
本
擁
護
論
は
、
現
政
府
へ
の
服
従
に
関
す
る
衡
平
・
効
用
・

（
一
六
）
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な
ら
び
に
必
要
性
の
た
め
に
あ
る
。
本
擁
護
論
は
王
政
派
、
長
老
派
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
な
ら
び
に
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
と
い
っ
た
わ
れ
わ
れ
と
反

対
の
諸
党
派
の
懐
疑
お
よ
び
要
求
全
て
に
抗
し
て
、
聖
俗
の
両
方
の
業
績
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
」
と
い
う
。

従
っ
て
こ
の
ニ
ー
ダ
ム
の
一
六
五
〇
年
版
は
、
以
後
の
共
和
主
義
的
立
場
に
立
脚
す
る
も
の
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
。

（
2
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,T

h
e P

olitical W
orks of Jam

es H
arrin

gton,C
am
bridge,1977,p.33.

（
3
） M

.N
edham

,T
h

e C
ase of th

e C
om

m
on

w
ealth

 of E
n

glan
d

,S
tated,L

ondon,1650; 

│,M
ercu

riu
s P

oliticu
s,nos.17

（26 S
ept.-3 

O
ct.1650

）, pp.278-8,23

（7-14 N
ov.1650

）, pp.373-4,26

（28 N
ov.-5 D

ec.1650

）, pp.426-5,27

（5-12 D
ec.1650

）, pp.439-440,30

（26 

D
ec.1650-2 Jan.1651

）, pp.487-88; T
.H
obbes, L

eviath
an, etc.

（
4
） M

.N
edham

, M
P, no.17

（8 S
ept.-25 S

ept.1651

）, p.278.

（
5
） 

M
P
, no.18

（3-10 S
ept. 1650

）, pp.293-6.

（
6
） 

上
記
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
（P

ocock,ed.,1977,op.cit.

）。

（
7
） 

M
P
, nos.75

（6-13 N
ov.1651

）, pp.1189-9,35

（30 Jan.-6 F
eb.1651

）, pp.567-8.

（
8
） 

M
P
, no.37

（13-20 F
eb.1651

）, pp.591-2.

（
9
） 

M
P
, no.83

（1-8 Jan.1652

）, pp.1319-21. 

（
10
） 

M
P
, nos.84

（8-15 Jan.1652

）, pp.1333-8,86
（22-29 Jan.

）, pp.1367-8,100

（29 A
pr.-6 M

ay

）, p.1572.

（
11
） 

M
P
, no.84

（8-15 Jan.

）, pp.1333-8.

（
12
） 

M
P
, no.18

（3-10 O
ct.1650

）, pp.293-6; and see no.20
（17-24 O

ct.

）, pp.325-6.

（
13
） 

M
P
, nos.4

（27 Jun.-4 Jul.1650

）, p.55,5

（4-11 Jul.

）, p.63; 65
（28 A

ug.-4 S
ept.1651

）, pp.1033-4,73

（23-30 O
ct.

）, p.1161.

（
14
） K
ing of E

ngland C
harles 1, H

is M
a

jesties A
n

sw
er to th

e N
in

eteen
 P

rop
osition

s of B
oth

 H
ou

ses of P
a

rlia
m

en
t, 

C
am
bridge,1642, pp.1-20.

（
15
） 

M
P
, nos.18

（3-10 O
ct.1650

）, pp.293-6,20

（17-24 O
ct.

）, pp.325-6.

（
16
） 

M
P
, nos.75

（6-13 N
ov.1651

）, pp.1189-91,78

（27 N
ov.-4 D

ec.

）, p.1237,79
（4-11 D

ec.

）, p.1255.

（
一
七
）
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（
17
） 

M
P
, no.87

（29 Jan.-5 F
eb.1652

）, pp.1381-5; no.89

（12-19 F
eb.

）, pp.1409-13.
（
18
） 

M
P
, no.94

（18-25 M
ar.1652

）, pp.1473-6.
（
19
） 

M
P
, nos.75,78,79,87 and 91

（26 F
eb.-4 M

ar.1652

）, pp.1441-6.

（
20
） 

M
P
, no.98

（15-22 A
pr.1652

）, pp.1537-40; no.99

（22-29 A
pr.

）, pp.1553-6; no.114

（5-12A
ug.

）, pp.1785-7.

（
21
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,T

h
e P

olitical W
orks of Jam

es H
arrin

gton,1977, p.37.

（
22
） J.G

.A
.P
ocock,ed.,op. cit.

﹇
2
﹈　

ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
（
Ｂ
・
ウ
ォ
ー
デ
ン
説
を
め
ぐ
っ
て
）

わ
れ
わ
れ
は
前
項
に
お
い
て
、
ニ
ー
ダ
ム
が
ハ
リ
ン
ト
ン
に
先
行
す
る
古
典
的
共
和
主
義
論
を
展
開
し
た
と
い
う
通
説
を
定
め
た
。
本

項
は
前
項
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ダ
ム
に
対
し
て
よ
り
広
範
な
視
角
お
よ
び
多
様
な
ニ
ー
ダ
ム
資
料
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
（
1
）

。
こ
う
し
た
理

由
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
そ
の
『
政
治
報
知
』
誌
に
お
い
て
象
徴
的
に
論
じ
る
文
章
に
よ
っ
て
古
典
的
共
和
主
義
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、

「
グ
イ
ッ
チ
ア
ル
デ
ィ
ー
ニ
が
肯
定
す
る
如
く
、
自
由
国
家
は
、
他
の
統
治
形
態
よ
り
も
必
ず
神
に
気
に
入
れ
ら
れ
る
に
違
い
な
い
と

い
う
。
と
い
う
の
は
自
由
国
家
は
、
他
の
形
態
よ
り
も
大
い
な
る
尊
敬
が
共
通
善
に
払
わ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
公
平
な
正
義
の
貢
献
の
こ

と
で
大
い
な
る
配
慮
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
々
の
心
性
は
、
栄
誉
愛
と
有
徳
愛
に
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
い
に
刺
激
さ
れ
、

か
つ
他
の
い
か
な
る
統
治
に
お
け
る
よ
り
も
宗
教
愛
に
一
層
多
く
熱
心
と
な
る
。
他
方
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
君
主
制
で
は
別
な
形
で
事

実
で
あ
る
。
君
主
制
の
楽
し
み
は
、
共
通
善
を
低
下
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
人
は
国
王
と
君
主
制
の
追
放
後
に
、
全
て
の
想
像
力

を
超
え
た
よ
う
に
、
こ
の
高
み
﹇
富
と
国
力
に
お
い
て
最
も
繁
栄
し
た
﹈
に
達
し
た
の
で
あ
る
（
2
）

」。

（
一
八
）
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わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
最
も
高
い
古
代
共
和
制
ロ
ー
マ
の
評
価
の
う
ち
の
一
つ
を
例
示
し
た
。
本
稿
は
、
そ
う
し

た
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
原
理
を
更
に
検
証
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

ニ
ー
ダ
ム
の
共
和
主
義
論
説
は
こ
の
「
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
ら
の
方
式
に
従
い
、
か
つ
こ
の
議
論
の
多
く
」
を
繰
り
返
し
、
か
つ
適
応
し

た
。
各
論
説
は
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
『
リ
ウ
ィ
ウ
ス
論
』
の
引
用
の
各
章
に
あ
っ
た
如
く
、
ニ
ー
ダ
ム
が
理
性
（
ロ
ー
ハ
ン
説
）
か
ら
推
論

し
、
か
つ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
状
態
に
（
活
発
な
知
的
楽
観
主
義
に
よ
っ
て
）
あ
て
は
め
た
印
象
的
な
一
連
の
歴
史
「
事
例
」
に
よ
っ
て
例
示

し
た
、「
一
般
的
な
歴
史
法
則
」
を
知
ら
せ
た
（
3
）

の
で
あ
る
。

ニ
ー
ダ
ム
を
、
わ
れ
わ
れ
は
か
く
し
て
広
範
に
し
て
実
証
的
観
点
か
ら
論
じ
た
ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
る
ニ
ー
ダ
ム
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命

説
を
共
和
制
ロ
ー
マ
の
発
展
史
に
た
と
え
る
視
角
の
一
端
か
ら
切
り
出
し
た
。
更
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
観
の

要
点
を
先
取
り
し
て
彼
の
結
論
に
予
め
言
及
し
、
か
つ
そ
れ
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ
の
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
論
を
整

理
す
る
こ
と
と
な
る
。

ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
『
リ
ウ
ィ
ウ
ス
論
』
擁
護
の
範
囲
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
も
の
よ
り
も
広
範
で
あ
る
。
し
か

し
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
最
も
豊
潤
な
資
料
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
資
料
の
ご
と
く
、「
共
和
政
ロ
ー
マ
」
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
ニ
ー
ダ
ム

は
、
広
範
な
一
連
の
古
典
古
代
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
わ
た
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
七
世

紀
の
共
和
主
義
が
探
る
道
を
開
く
。
ニ
ー
ダ
ム
の
後
継
者
﹇
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
﹈
の
主
張
を
検
討
す
る
と
き
、
ど
れ
く
ら
い
頻
繁
に
ニ
ー
ダ

ム
が
開
拓
者
で
あ
っ
た
の
か
が
分
か
る
（
4
）

。

ニ
ー
ダ
ム
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
君
主
制
お
よ
び
貴
族
支
配
の
崩
壊
を
、
ロ
ー
マ
の
共
和
制
成
立
史
（
特
に
民
衆
に
よ
る
集
会
に
主
権
的

地
位
を
与
え
る
）
と
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
民
衆
な
い
し
民
衆
に
よ
る
議
会
（P

arliam
ent

）
の
優
位
を
論
じ
る
。
こ

（
一
九
）
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〇

れ
は
、
前
節
の
ポ
ー
コ
ッ
ク
に
よ
る
ニ
ー
ダ
ム
の
問
題
設
定
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ダ
ム
の
選
挙
に
よ
る
民
衆
議
会
の
優
位
論
に
関
わ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
ニ
ー
ダ
ム
の
民
衆
優
位
の
思
想
は
、
民
主
政
（dem

ocracy

）
用
語
を
否
定
す
る
（
悪
し
き
意
味
と
し
て
）
側
面
も
あ
る
﹇
ハ

リ
ン
ト
ン
は
否
定
し
な
い
﹈。
し
か
し
こ
れ
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
当
て
は
ま
る
け
れ
ど
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
思
想
に
お
い
て
新
し
く

な
い
と
い
う
意
味
で
民
主
政
的
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
『
優
秀
性
』
に
お
い
て
古
典
古
代
史
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
民
衆
代
表
の
手

に
お
け
る
正
当
に
し
て
秩
序
だ
っ
た
代
々
の
最
高
権
威
が
、
僭
主
政
に
よ
る
侵
害
お
よ
び
強
奪
か
ら
民
衆
の
自
由
を
最
も
よ
く
確
保
す

る
（
5
）

」
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、「
自
由
の
生
命
は
権
限
お
よ
び
人
々
の
継
続
に
あ
る
」
が
故
で
あ
る
。
権
力
を
定
期
的
に
一
方
の
人
々
か

ら
他
方
の
人
々
へ
と
移
譲
す
る
「
運
動
」（「
継
続
的
権
威
の
公
職
全
交
代
制
﹇revolution

﹈（
公
職
輪
番
制
）」）
は
、
腐
敗
お
よ
び
徒
党
を
阻
止

す
る
か
ら
で
あ
る
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
と
っ
て
腐
敗
と
徒
党
は
、
政
治
的
病
の
兆
候
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
（
6
）

。

い
ず
れ
に
せ
よ
わ
れ
わ
れ
は
、『
政
治
報
知
』
誌
が
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
共
和
主
義
観
お
よ
び
（
リ
ル
バ
ー
ン
や
オ
ー
バ
ー
ト
ン
の
よ
う

な
）
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
民
衆
の
優
越
観
の
結
合
で
あ
る
（
7
）

こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ニ
ー
ダ
ム
の
論
説
は
、
一
六
四
九
年
に

（
急
進
思
想
を
も
つ
）
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
独
立
派
に
敗
北
さ
せ
ら
れ
た
が
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
開
し
、

か
つ
こ
れ
に
古
典
的
次
元
を
与
え
た
。『
政
治
報
知
』
誌
は
、
残
部
議
会
を
表
面
上
称
賛
し
、
か
つ
暗
黙
裡
に
批
判
す
る
。
こ
れ
は

一
六
五
一
年
か
ら
一
六
五
二
年
ま
で
に
お
い
て
、
残
部
議
会
の
有
名
な
議
員
で
あ
る
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
対
す
る
論
じ
方
に

お
い
て
同
じ
戦
略
を
使
っ
た
。
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
前
記
﹇
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
問
題
提
起
に
対
す
る
﹈
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
抗
す
る

ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
反
対
の
様
態
問
題
に
対
し
て
ウ
ォ
ー
デ
ン
の
回
答
か
ら
発
す
る
。
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
を
破
壊
し
、
か
つ
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
を

裏
切
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
不
信
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
思
想
（
な
い
し
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
に
近
い
思
想
）
が
下
士
官
達
の
中

で
、
か
つ
急
進
的
会
衆
間
の
中
で
生
き
る
と
こ
ろ
で
尖
鋭
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
社
会
改
革
行
為
に
よ
っ
て
一
部
に
引

（
二
〇
）
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き
起
こ
さ
れ
た
。
こ
の
社
会
改
革
に
つ
い
て
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
、
民
衆
の
自
由
を
推
進
し
、
か
つ
恵
ま
れ
ぬ
人
々
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

イ
メ
ー
ジ
を
表
明
し
つ
つ
、
水
面
下
で
は
そ
れ
を
挫
こ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
進
派
を
激
怒
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
ニ
ー
ダ

ム
ら
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
個
人
目
標
に
対
す
る
懐
疑
も
あ
っ
た
。
一
六
五
一
年
後
半
に
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
、
憲
法
に
お
け
る
君
主
制
的

要
素
の
復
活
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
追
随
者
達
の
う
ち
の
あ
る
者
を
失
望
さ
せ
た
（
8
）

。
一
六
五
二
年
期
中
に
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

が
自
ら
を
国
王
に
さ
せ
る
本
当
の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。
ニ
ー
ダ
ム
の
『
政
治
報
知
』
誌
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
軍
功
を
通
常

的
に
煽
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
ニ
ー
ダ
ム
は
「
国
王
の
切
望
者
達
」
に
抗
し
て
自
ら
の
読
者
に
警
告
し
よ
う
と
試
み
た
（
9
）

。『
政
治
報
知
』

誌
は
、
読
者
に
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
国
王
に
、
よ
き
成
功
な
い
し
役
サ
ー
ヴ
ィ
ス務

に
よ
っ
て
決
し
て
十
分
に
値
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
が
、「
あ
ま
り

に
も
重
大
す
ぎ
、
あ
る
い
は
人
気
が
あ
り
す
ぎ
る
こ
と
」
か
ら
、
あ
る
い
は
権
力
「
を
強
奪
」
す
る
「
誘
惑
」
を
も
た
ら
せ
ぬ
よ
う
に
助

言
し
た
（
10
）

。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
王
政
派
に
書
く
一
六
四
〇
年
代
後
半
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
野
心
お
よ
び
、
次
の
よ
う
な
シ
ュ
ラ
ク
サ
イ
の

デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
の
野
心
と
類
似
を
辿
っ
た
。
即
ち
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
は
自
ら
へ
と
「
政
府
を
強
奪
」
し
た
と
。
ニ
ー
ダ
ム
は
今
、
ク

ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
人
格
と
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
『
君
主
論
』
に
お
け
る
ア
ラ
ゴ
ン
に
帰
さ
れ
た
容
赦
な
き
性
格
と
の
類
似
を
辿
っ
た
（
11
）

。

ニ
ー
ダ
ム
は
、『
政
治
報
知
』
誌
に
お
い
て
こ
の
類
似
点
を
再
び
用
い
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
今
、
こ
の
類
似
点
を
明
示
的
に
し
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
こ
の
専
制
的
な
標
的
は
、
依
然
と
し
て
誤
り
得
ぬ
状
態
に
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
お
け
る
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
の

よ
う
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
「
民
衆
の
自
由
の
見
せ
か
け
に
よ
っ
て
自
ら
を
装
い
つ
つ
（
12
）

」
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
論
点
は
、

古
代
史
と
近
代
史
に
お
け
る
野
心
的
将
軍
お
よ
び
僭
主
と
の
更
な
る
類
似
に
よ
っ
て
、
か
つ
野
心
な
き
者
と
の
対
照
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ

る
（
13
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
的
共
和
主
義
に
お
け
る
混
合
政
体
論
へ
と
移
行
す
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
古
代

（
二
一
）
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二

の
混
合
政
体
論
の
長
所
の
均
衡
な
い
し
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
し
か
し
彼
は
、
そ
の
欠
点
で
あ
る
純
粋

形
態
を
欠
陥
と
し
て
使
う
。
即
ち
、
ニ
ー
ダ
ム
は
、
残
部
議
会
の
寡
頭
制
支
配
を
純
粋
統
治
と
し
て
非
難
す
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
混
合
統

治
形
態
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
暗
黙
裡
に
要
求
す
る
（
14
）

。
ニ
ー
ダ
ム
の
『
政
治
報
知
』
誌
は
、
多
数
者
と
少
数
者
の
支
配
を
調
和
し
よ
う

と
努
め
た
。
即
ち
、
ニ
ー
ダ
ム
は
、「
共
和
制
ロ
ー
マ
が
単
独
人
物
支
配
に
属
さ
ぬ
が
ゆ
え
に
」、
元
老
院
の
支
配
下
で
ロ
ー
マ
を
「
自
由

﹇
な
統
治
﹈
と
し
て
説
明
す
」
る
（
15
）

。
し
か
し
ロ
ー
マ
の
民
衆
は
、「
轡
」
が
「
元
老
院
な
い
し
貴
族
権
力
、
お
よ
び
野
心
を
抑
制
す
る
と
み

な
さ
れ
る
と
き
の
み
、
実
の
と
こ
ろ
自
由
」
に
な
る
と
説
明
さ
れ
る
。
即
ち
、
民
衆
が
「
必
要
な
護
民
官
職
」
を
確
保
し
た
時
で
あ
り
、

か
つ
「
法
が
同
意
な
し
に
民
衆
に
押
し
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
、
最
初
は
必
要
な
護
民
官
職
が
民
衆
の
議
会
に
あ
っ
た
（
16
）

」
と

説
明
さ
れ
る
も
の
と
な
ろ
う
。

ニ
ー
ダ
ム
が
古
典
的
共
和
主
義
に
関
わ
る
論
理
で
い
え
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
一
院
制
残
部
議
会
を
放
棄
し
、
か
つ
独
自
の
護
民
官

な
ら
び
に
民
衆
議
会
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
も
の
を
樹
立
し
た
時
の
み
、
自
由
を
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
17
）

。

ニ
ー
ダ
ム
は
、
共
和
政
ロ
ー
マ
史
が
ニ
ー
ダ
ム
の
最
も
革
新
的
思
想
を
促
し
た
と
い
う
。
し
か
し
ニ
ー
ダ
ム
は
、
多
く
の
継
承
者
達
が

ロ
ー
マ
の
も
の
を
自
国
と
融
合
す
る
如
く
、
大
胆
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
観
お
よ
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
観
に
自
ら
の
共
和
主
義
を
加
え
る
。

ニ
ー
ダ
ム
以
後
の
他
の
共
和
主
義
者
（
例
え
ば
、
Ａ
・
シ
ド
ニ
ー
）
の
よ
う
に
、
ニ
ー
ダ
ム
は
、
多
様
化
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
君
主
制
史

批
判
の
な
か
で
交
互
す
る
（
18
）

。

ニ
ー
ダ
ム
思
想
に
見
出
さ
れ
る
以
下
の
よ
う
な
も
う
一
つ
の
自
然
法
的
な
要
素
は
、
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
共
和
主
義
の
展
開
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。『
政
治
報
知
』
誌
に
お
い
て
共
和
制
の
主
張
は
、
同
意
と
自
然
権
と
い
っ
た
よ
そ
よ
そ
し
く

な
い
言
葉
と
融
合
す
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
民
衆
の
「
権
利
」（
特
に
頻
繁
な
議
会
選
挙
を
行
う
民
衆
の
権
利
）
を
至
る
と
こ
ろ
で
書
く
。
ニ
ー

（
二
二
）
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ダ
ム
は
、「
自
由
国
家
（
共
和
国
）」
を
、
最
も
「
自
然
的
な
統
治
方
法
に
し
て
形
態
と
し
、
か
つ
人
類
の
理
性
に
適
合
の
み
で
き
る
民
衆

の
自
然
権
に
し
て
自
由
」
と
指
し
示
す
（
19
）

。「
権
利
と
自
由
」
語
彙
は
、
一
六
六
〇
年
以
後
の
共
和
主
義
（
例
え
ば
シ
ド
ニ
ー
や
ネ
ヴ
ィ
ル
の
ご

と
き
）
に
中
心
と
な
ろ
う
。
共
和
主
義
は
、
次
に
執
行
部
に
対
し
て
敵
対
的
に
し
て
懐
疑
的
で
あ
る
一
連
の
「
地
方
党
」
に
入
ろ
う
。
こ

こ
で
も
ニ
ー
ダ
ム
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
以
後
の
共
和
主
義
の
道
筋
を
示
す
（
20
）

。
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
原
理

を
、
そ
の
中
心
概
念
に
沿
っ
て
ニ
ー
ダ
ム
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
と
し
て
辿
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
基
本
概
念
と
の
直
接
的
関
連
事
項
に
戻
る
こ
と
と
な
る
。 

本
稿
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
主
義
理
論
の
中
心
に
「
戦
争
と
有
徳
（
21
）

」﹇
わ
れ
わ
れ
は
古
代
の
有
徳
が
、
公
共
心
と
愛
国
心
が
中
核
で

あ
る
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
理
性
的
に
し
て
勇
敢
な
市
民
兵
主
義
に
よ
る
国
防
精
神
が
こ
の
概
念
の
基
礎
に
あ
る
に
考
え
ら
れ
る
﹈
を

設
定
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
中
心
概
念
と
の
関
連
で
ニ
ー
ダ
ム
の
「
積
極
的
自
由
」
論
を
検
討
す
る
段
階
に
達
し
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
「
有
徳
」
理
念
（
近
代
の
専
門
用
語
に
お
け
る
「
積
極
的
自
由
」
と
同
一
概
念
）
の
ニ
ー
ダ
ム
に

よ
る
採
用
に
沿
っ
て
、「
消
極
的
自
由
」
の
よ
り
通
常
的
な
主
張
が
展
開
す
る
と
み
な
す
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
市
民
達
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

の
方
向
で
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
和
政
へ
の
参
加
に
の
み
委
ね
る
と
約
束
す
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、「
安
全
と
財
産
」「
自
由
と
財
産
」

「
生
命
と
財
産
」
の
確
保
の
主
張
を
繰
り
返
し
ほ
の
め
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
よ
う
。
即
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、

真
に
自
由
国
家
と
な
る
な
ら
ば
、「
誰
も
民
衆
を
心
配
さ
せ
ぬ
」
と
こ
ろ
で
、
か
つ
「
民
衆
の
自
由
と
安
全
」
の
保
護
が
民
衆
の
統
治
者

達
に
お
け
る
恣
意
性
を
予
防
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
静
穏
な
居
住
地
﹇
空
間
﹈
と
な
る
と
い
う
。「
同
意
」
は
、
市
民
的
有
徳
を
促
進

す
る
た
め
よ
り
も
む
し
ろ
僭
主
に
抗
し
て
安
全
を
提
供
す
る
た
め
に
、
ニ
ー
ダ
ム
の
主
張
に
お
い
て
重
要
な
の
で
あ
る
（
22
）

。

し
か
し
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
同
意
に
関
心
を
も
た
な
か
っ
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
人
々
が
自
ら
の
「
少
な
い
財
産
（
23
）

」
を
想
定
す
る
と
き
、

（
二
三
）
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し
っ
か
り
と
戦
う
と
信
じ
る
。
し
か
し
ニ
ー
ダ
ム
は
財
産
権
に
関
心
を
も
た
な
か
っ
た
。
ニ
ー
ダ
ム
の
関
心
は
、
国
家
の
安
全
保
障
の
確

保
に
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
た
原
理
を
も
つ
二
人
の
古
典
的
共
和
主
義
作
者
（
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
ニ
ー
ダ
ム
）
に
よ
る
論
法
を
比
較
す
る
と
き
、
両
者
の
視
点
の
相
違
を
見
る
。
即
ち
、
権
力
の
任
期
は
、
人
々
が
命
令
権

と
服
従
方
法
の
両
方
を
知
る
が
故
に
輪
番
制
に
す
べ
き
と
、
ニ
ー
ダ
ム
が
訴
え
る
と
き
に
そ
の
﹇
相
違
を
見
る
﹈。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、

人
々
が
命
令
方
法
を
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
論
じ
る
た
め
、
こ
の
輪
番
制
原
理
に
訴
え
た
政
府
に
責
任
を
も
た
せ
、
か
つ
僭
主
政
の
不
都
合

を
阻
止
す
る
た
め
に
唯
一
の
手
段
と
し
て
こ
の
公
職
輪
番
制
度
を
推
奨
し
た
（
24
）

。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
支
配
者
は
、
市
民
（
市
民
本
位
へ
の

変
換
は
、
市
民
に
命
じ
る
よ
う
に
な
る
）
に
抗
し
て
恣
意
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
（
25
）

。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
自
国
に
使
命

感
を
も
つ
兵
士
が
傭
兵
軍
よ
り
も
よ
く
戦
う
と
い
う
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
主
張
を
是
認
す
る
。
他
方
で
、
ニ
ー
ダ
ム
は
市
民
軍
が
傭
兵
軍

と
異
な
り
自
国
が
独
自
の
「
同
意
」
に
よ
っ
て
統
治
す
べ
き
と
主
張
す
る
と
い
う
省
察
を
加
え
た
（
26
）

。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
平
和
と
変
換
の
定
着

を
切
望
し
た
戦
争
で
、
引
き
裂
か
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
家
の
た
め
に
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
中
央
政
府
に
対
す
る
恐
れ
を
明
確
に
警
告
し

た
。
即
ち
、
中
央
政
府
の
恐
れ
は
、
一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
を
通
じ
て
行
き
渡
り
、
か
つ
王
政
復
古
後
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
共
和
主

義
が
活
動
す
る
勢
力
の
う
ち
の
一
つ
と
な
る
も
の
を
明
確
に
主
張
し
た
。
類
似
な
懸
念
は
、
各
国
が
中
央
執
行
部
の
介
入
を
制
限
す
る
自

治
権
限
に
よ
っ
て
「
小
さ
な
共
和
国
」
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
ミ
ル
ト
ン
の
一
六
六
〇
年
提
案
に
反
映
さ
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
（
27
）

。

ニ
ー
ダ
ム
も
地
域
自
治
の
必
要
性
に
示
唆
を
与
え
、
か
つ
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
制
の
僭
主
起
源
を
根
絶
に
ま
で
辿
っ
た
（
28
）

。

引
き
続
き
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
論
へ
と
移
行
す
る
。
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
主
義
は
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
国
内
政
治
へ
の
よ
り
通
常
的
な
処
方
の
最
大
の
関
心
事
に
よ
っ
て
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
の
ア
ピ
ー
ル
が
補
強
さ
れ
る
と
し
て
）
対
外

局
面
が
薄
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
と
は
い
え
ニ
ー
ダ
ム
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
主
義
は
、
自
ら
の
外
交
政
策
に
よ
っ
て
希
薄
化
さ
れ
ぬ
。

（
二
四
）
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ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
外
交
政
策
お
よ
び
以
下
の
よ
う
な
拡
大
政
策
へ
の
称
賛
は
、
最
も
雄
弁
と
な
る
（
29
）

。
ニ
ー
ダ
ム
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
ミ

ル
ト
ン
の
ご
と
く
、「
規
律
」「
勇
気
」「
自
制
」「
節
制
」「
平
明
さ
」「
古
来
の
有
徳
」「
勤
勉
」「
誠
実
な
貧
困
」
の
果
実
と
し
て
の
「
自

由
」
を
描
写
し
、
か
つ
「
僭
主
政
」
を
「
放
縦
、
贅
沢
」「
男
ら
し
さ
の
欠
如
」
の
所
産
と
解
釈
し
、
か
つ
対
照
す
る
（
30
）

。
ミ
ル
ト
ン
、
ハ

リ
ン
ト
ン
お
よ
び
シ
ド
ニ
ー
に
と
っ
て
の
よ
う
に
、
ニ
ー
ダ
ム
に
と
っ
て
「
諸
国
家
は
諸
国
民
が
独
自
の
欲
望
の
奴
隷
」
と
な
る
と
き
、

政
治
的
堕
落
を
被
る
（
31
）

。
共
和
主
義
者
全
て
に
と
っ
て
の
ご
と
く
、
ニ
ー
ダ
ム
に
と
っ
て
も
厳
格
す
ぎ
る
特
性
は
、
平
時
の
特
性
を
腐
敗
さ

せ
、
戦
時
に
栄
え
る
と
い
う
。
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
れ
ば
、
共
和
国
に
お
い
て
人
々
は
「
寛
大
で
」「
度
量
が
あ
り
」「
積
極
的
」
と
な
る
と
い

う
。
市
民
達
は
、
こ
う
し
た
「
精
神
」
を
少
し
ず
つ
「
進
め
」
か
つ
、
自
ら
を
「
エ
キ
サ
イ
ト
」
さ
せ
、「
自
由
愛
」
へ
と
「
精
神
の
勇

ま
し
さ
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
（
32
）

。
市
民
は
、
権
力
が
少
数
者
よ
り
も
む
し
ろ
、
多
数
者
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
に
自
由
国
家
の

た
め
に
勇
敢
に
戦
う
。
と
い
う
の
は
自
由
国
家
が
征
服
に
達
す
る
と
き
、「
各
人
は
、
自
由
国
家
を
独
自
の
も
の
と
す
る
か
ら
で
あ
る
（
33
）

」。

自
由
国
家
は
君
主
制
と
異
な
り
、
民
衆
の
武
装
を
恐
れ
ぬ
。
自
由
国
家
は
、「
有
給
軍
隊
の
継
続
」
も
「
傭
兵
（
34
）

」
も
（「
民
衆
」
の
軍
隊
と
し

て
そ
れ
自
体
を
み
な
し
、「
単
な
る
傭
兵
軍
で
な
い
」
と
み
な
す
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
軍
の
切
望
と
一
致
す
る
原
理
）、
ニ
ー
ダ
ム
に
と
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン

と
同
様
に
受
け
入
れ
ら
れ
ぬ
（
35
）

。
こ
れ
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
民
兵
主
義
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

引
き
続
き
ニ
ー
ダ
ム
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
主
義
論
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
兵
士
の
懸
念
と
同
じ
よ
う
に
合
わ
せ
ら
れ
る
の
は
、
市
民
の
勇

気
が
市
民
の
「
昇
進
﹇
登
用
﹈」
の
希
望
次
第
な
の
で
あ
る
。
自
由
国
家
に
お
い
て
「
昇
進
﹇
登
用
﹈」
は
、
例
外
な
く
し
て
全
て
に
開
か

れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
昇
進
﹇
登
用
﹈
は
、
か
く
し
て
「
価
値
や
有
徳
」
の
報
奨
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。「
名
誉
と
信
頼
の
地
位
」
は
か

く
し
て
「
分
け
隔
て
な
く
能
力
を
も
つ
人
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
」
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
36
）

。
こ
の
見
解
は
「
自
ら
の
能
力
に
従
っ
て
各
人
の
昇

進
﹇
登
用
﹈
を
確
実
に
す
る
公
職
へ
の
就
任
」
の
「
公
開
ア
ク
セ
ス
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
「
自
由
な
共
和
国
」
と
み
な
し
た
ハ

（
二
五
）
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リ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
、
か
つ
ミ
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
も
共
有
さ
れ
る
（
37
）

。
共
和
制
ロ
ー
マ
に
お
い
て
ニ
ー
ダ
ム
は
、「
最
も
貧
し
い

運
命
し
か
持
た
ぬ
人
々
が
ど
れ
く
ら
い
の
数
の
愛
国
者
と
征
服
者
で
あ
っ
た
の
か
（
38
）

」
を
熟
考
し
た
の
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
次
の
よ
う
な

一
六
五
〇
年
代
前
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
類
似
性
に
悩
む
必
要
な
ど
な
か
っ
た
。
即
ち
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
ク
ロ
ム

ウ
ェ
ル
が
認
め
た
如
く
、
低
い
身
分
の
生
ま
れ
の
下
士
官
達
は
、
自
分
達
が
相
応
の
賞
罰
に
報
い
ら
れ
ぬ
と
、
か
つ
「
自
分
達
が
政
府
に

利
益
を
も
た
ず
、
か
つ
登
用
さ
れ
ず
、
か
つ
地
位
に
も
つ
け
ぬ
」
と
不
満
を
言
っ
て
い
る
と
い
う
（
39
）

。

最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
有
名
な
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
よ
る
「
拡
大
の
た
め
の
共
和
国
」
説
に
言
及
し
て
、
ニ
ー
ダ
ム
の
古

典
的
共
和
主
義
の
検
討
を
終
え
た
い
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
と
っ
て
も
ニ
ー
ダ
ム
に
と
っ
て
も
最
も
健
全
な
自
由
国
家
は
、
こ
の
「
拡
大

の
た
め
の
共
和
国
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理
想
も
ニ
ー
ダ
ム
は
、
直
接
的
な
同
時
代
の
適
用
を
与
え
る
。
と
い
う
の
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
の
残
部
議
会
の
失
敗
が
ど
う
で
あ
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
従
属
さ
せ
、
か
つ
オ
ラ
ン
ダ
の
海
上
権

力
を
破
壊
し
た
軍
功
は
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
前
期
下
の
外
交
的
宥
和
お
よ
び
、
軍
事
的
に
し
て
海
上
的
恥
辱
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
記
録
と

明
ら
か
に
対
照
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
40
）

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
古
典
的
共
和
主
義
の
最
も
象
徴
的
な
言
葉
に
よ
っ
て
ニ
ー
ダ
ム
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
主
義
を
示
そ
う
。
即
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
国
内
政
策
に
つ
い
て
と
同
様
に
外
交
政
策
に
つ
い
て
の
熟
考
に
お
い
て
、

ミ
ル
ト
ン
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
像
を
「
西
洋
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
ロ
ー
マ
」
が
実
際
上
の
形
成
を
な
す
と
み
な
す
。

か
く
し
て
後
の
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
の
先
行
研
究
者
と
し
て
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
共
和
主
義
を
、
わ
れ
わ
れ
は
ウ
ォ
ー
デ
ン
の
研
究
を
踏
ま

え
つ
つ
（
41
）

、
ニ
ー
ダ
ム
の
原
資
料
に
沿
っ
て
総
括
し
て
み
た
。
次
節
に
お
い
て
本
稿
は
、
も
う
一
つ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
の
先
行
原
理
研
究
と

し
て
の
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
を
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
二
六
）
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）, pp.1237,1271,1288,1446,1506.

（
7
） B

.W
orden

（1994

）,ibid.,p.66.
例
え
ば
、M

.N
edham

, T
h

e C
ase of th

e C
om

m
on

w
ealth

 of E
n

glan
d,1650, pp.69-79

（B
.W
orden,

ibid.,pp.66-7

）.

（
8
） 

M
P
, no.98

（22 A
pr.1652

）, p.1537; M
P
, no.105

（10 Jun.1652

）, p.1642.

（
9
） B

.W
hitelocke, M

em
orials of th

e E
n

glish
 A

ffairs （O
xford,1853

）,vol.3,pp.373,471-72,etc.

（
10
） 

M
P
, no.90

（16 F
eb.1652

）, pp.1394-96.

（
11
） 

﹇M
.N
edham

﹈, A
 P

arallel of G
overn

m
en

ts （L
ondon,1647

）,pp.11, etc.

（
12
） 

M
P
, no.95

（1 A
pr.1652

）, pp.1490-1; no.113

（5 A
ug.1652

）, pp.1769-73.

（
13
） 

M
P
, nos.95-105

（20 N
ov.1651-5 A

ug.1652

）, pp.1205-7,1238,1304-5,1336-37,1409,1643-44.

（
14
） B
.W
orden

（1994

）,ibid.,p.68.

ウ
ォ
ー
デ
ン
は
こ
の
注
に
お
い
て
、
ニ
ー
ダ
ム
の
混
合
政
体
観
を
論
じ
た
。
即
ち
、
議
会
主
権
が
「
他
の
形
態
と
の
混
合
か
ら
解
放
さ
れ
る
」
べ

き
で
あ
る
と
い
う
一
六
五
二
年
一
月
の
ニ
ー
ダ
ム
の
要
求
﹇M

P
, no.83

（8 Jan.1652
）, p.1320

﹈
は
、「
ニ
ー
ダ
ム
の
反
君
主
制
的
主
人
達
の
う
ち

の
あ
る
者
を
気
に
入
ら
せ
た
で
あ
ろ
う
条
件
で
あ
り
、
憲
法
へ
の
君
主
制
的
要
素
の
復
活
へ
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
願
望
に
抗
し
て
多
分
向
け
ら
れ
た

（
二
七
）
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二
八

の
だ
ろ
う
」
と
（Ibid.,p.419n.

）。
ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
要
求
は
、
論
説
が
『
優
秀
性
』（1656, p.46

）
と
い
う
形
で
発
表
し
直
さ
れ
る
と

き
、
静
か
に
撤
回
さ
れ
た
。
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
混
合
政
体
の
説
明
を
含
み
（
か
つ
ま
だ
英
訳
さ
れ
な
か
っ
た
）、
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
『
歴
史
』
第
六

編
の
ニ
ー
ダ
ム
の
知
識
は
、『
共
和
国
擁
護
論
』（T

h
e C

ase of th
e C

om
m

on
w

ealth
 of E

n
glan

d
,S

tated,1650, p.75

）
に
示
さ
れ
る

（B
.W
orden,ibid.,p.419n.

）。

（
15
） M

.N
edham

, A
 S

econ
d

 P
acqu

et of A
d

vices

（L
ondon,1677

）, pp.18-19.

（
16
） 

M
P
, nos.70-111

（9 O
ct.1651-27 Jun.1652

）, pp.1110,1289,1490,1596,1610-11,1738.

（
17
） B

.W
orden

（1994
）,ibid.p.68.

（
18
） B

.W
orden

（1994
）,ibid.

（
19
） 

M
P
, no.88

（5 F
eb.1652

）, p.1382; M
P
, no.98

（22 A
pr.1652

）, p.1539.

（
20
） 

M
P
, nos.85-96

（15 Jan.1652-8 A
pr.1652

）, pp.1338,1349,1368,1442,1460,1442,1507.

（
21
） D

.W
ootton,ed.,R

epu
blican

ism
, L

iberty an
d

 C
om

m
ercial S

ociety,1649-1776,P
rinceton,1994,pp.99-110.

（
22
） 

M
P
, nos.85-96 

（15 Jan.-8 A
pr.1652
）, pp.1338,1349,1368,1383,1442,1460,1507.

（
23
） N

.M
achiavelli,D

iscou
rses,bk.3 chap.25.

（
24
） N

.M
achiavelli,op.cit.,bk.3 chap.22.

（
25
） 

M
P
, nos.91-103

（4 M
ar.-27 M

ay 1652

）, pp.1446,1474,1609-10.

（
26
） 

M
P
, no.103

（27 M
ay 1652

）, pp.1609-10.

（
27
） R

.W
.A
yers,ed.,C

om
plete P

rose W
orks of Joh

n
 M

ilton, N
ew
 H
eaven,1974, vol.7,p.383.

（
28
） 

M
P
, no.98 

（22 A
pr.1652

）, p.1540; no.109 

（8 July 1652

）, p.1708.

（
29
） B
.W
orden 

（1994

）,ibid.,p.71.

（
30
） 

M
P
, nos.70-105

（2 O
ct.1651-10 Jun.1652

）, pp.1093-95.1303-05,1333-38,1641.

（
31
） 

M
P
, no.70

（2 O
ct.1651

）, p.1094.

（
二
八
）
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二
九

（
32
） 

M
P
, nos.68,82,98

（25 S
ept.1651-15 A

pr.1652

）, pp.1079,1303-04,1333-49,1524.
（
33
） 

M
P
, no.82

（22 Jan.1652

）, p.1349.
（
34
） 

M
P
, no.86

（9 F
eb.1652

）, 1368; no.103

（27  M
ay 1652

）, p.1611.

（
35
） A

.S
.P
. W
oodhouse, ed., P

u
ritan

ism
 an

d
 L

iberty 

（L
ondon,1986 ed.

）, p.404.

（
36
） 

M
P
, no.72

（23 Jan.1652

）; M
P
, no.82

（1 Jan.1652

）, pp.1303-6.

（
37
） R

.W
.A
yers, ed. 

（1974

）, Joh
n

 M
ilton, vol.7,p.383.

（
38
） 

M
P
, no.82

（1 Jan.1652

）, p.1304.

（
39
） B

ulstrode W
hitelocke, M

em
orials of th

e E
n

glish
 A

ffairs, O
xford,1853, vol.3, p.470

（D
.W
ootton,ed.,R

epu
blican

ism

…,1994, 

p.71

）.

（
40
） B

.W
orden 

（1994

）, ibid.,p.72.

（
41
） B

.W
orden 

（1994

）,ibid.,p.74.

第
三
節　

ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
の
形
成

わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
に
お
い
て
主
要
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
共
和
主
義
者
で
あ
る
ハ
リ
ン
ト
ン
﹇
主
に
『
オ
シ
ア
ナ
（
一
六
五
六
）』
が
、

こ
の
年
の
夏
の
議
会
選
挙
に
よ
っ
て
新
議
会
が
生
み
出
さ
れ
、
か
つ
議
会
政
治
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
に
刊
行
さ
れ

た
と
も
い
わ
れ
る
﹈
と
同
じ
理
論
的
基
礎
を
も
つ
、
ニ
ー
ダ
ム
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
﹇
古
典
﹈
的
共
和
主
義
学
説
﹇
一
六
五
〇
年
か
ら

一
六
五
二
年
前
後
の
共
和
主
義
﹈
を
検
証
し
て
き
た
。
本
節
は
ニ
ー
ダ
ム
の
も
う
一
方
の
基
礎
原
理
を
検
討
す
る
段
階
に
あ
る
。

（
二
九
）
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三
〇

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
期
の
利
益
理
論
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
既
に
一
六
四
七
年
五
月
に
『
王
国
擁
護
論
（T

h
e C

ase of th
e K

in
gd

om
, 

S
tated

）』﹇
し
か
し
こ
れ
は
王
政
派
に
立
つ
文
献
﹈（
一
か
月
後
に
刊
行
さ
れ
る
）
を
書
い
た
こ
と
か
ら
発
す
る
。
こ
の
利
益
学
説
の
提
唱
者

で
あ
る
、
Ｊ
・
レ
イ
モ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
は
、
宗
教
的
寛
容
の
大
義
の
関
与
を
提
案
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
発
す

る
と
い
う
。
レ
イ
モ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
ニ
ー
ダ
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
最
善
の
希
望
が
国
王
の
大
義
に
あ
る
こ
と
に
対
す
る
懐
疑
で

あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
週
刊
誌
の
商
業
的
成
功
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
編
集
者
で
あ
る
『
イ
ギ
リ
ス
報
知
』
誌
に
お
い
て
暗
黙
の
政
治
分

析
様
態
を
前
面
に
置
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
背
景
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
最
も
満
足
の
い
く
解
決
の
う
ち
の
一
つ
を
明

ら
か
に
で
き
る
と
わ
れ
わ
れ
は
み
な
す
。
ニ
ー
ダ
ム
の
古
典
的
基
本
原
理
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
や
グ
イ
ッ
チ
ア
ル
デ
ィ
ー
ニ
か
ら
引
き

出
さ
れ
る
。
し
か
し
後
述
の
Ｈ
・
ロ
ー
ハ
ン
公
﹇D

uc de H
enri,1579-1638

﹈
に
よ
っ
て
公
式
化
さ
れ
た
利
益
理
論
を
引
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
の
方
式
を
使
っ
て
状
況
分
析
を
ニ
ー
ダ
ム
は
行
っ
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
将
来
の
行
動
と
結
果
を
予
測
し
、
か
つ
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
自
ら
の
助
言
を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
何
度
も
何
度
も
使
う
方
式
で
あ
っ
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
こ
の
方
式

を
社
会
に
広
め
た
の
で
あ
ろ
う
（
1
）

。
か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
論
法
に
お
け
る
政
治
原
理
を
こ
の
利
益
理
論
に
基
づ
く
も
の
と

し
て
想
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
要
な
利
益
理
論
史
家
で
あ
る
Ｊ
・
ガ
ン
の
所
説
を
叩
き
台
と
し
て
ニ
ー
ダ
ム
に
論

究
す
る
こ
と
と
す
る
。

ガ
ン
は
、
自
ら
の
『
一
七
世
紀
の
政
治
と
公
益
』（
一
九
六
九
）
に
お
い
て
革
命
期
の
利
益
理
論
を
再
検
討
す
る
。
彼
は
そ
の
序
論
の
冒

頭
に
お
い
て
「
公
益
（public interest

）
観
念
は
、
体
系
的
政
治
思
想
の
基
本
で
あ
る
、
重
要
性
と
曖
昧
さ
と
と
も
に
、
最
近
の
十
年

﹇
一
九
六
九
年
当
時
﹈
に
お
い
て
十
分
に
論
じ
ら
れ
た
」
と
説
き
起
こ
す
。
ガ
ン
の
著
作
の
意
図
は
「
伝
統
的
利
益
論
議
の
い
く
つ
か
の

（
三
〇
）
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局
面
を
明
ら
か
に
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
一
つ
の
伝
統
を
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
は
、
公
益
概
念
一
般
に
つ
い
て
多
く
言
及
す
る
こ
と

を
含
む
。
こ
の
公
益
主
題
の
最
も
学
術
的
な
論
法
に
お
い
て
、
公
益
表
現
の
使
用
上
、
十
分
に
定
義
づ
け
ら
れ
る
類
型
が
歴
史
的
に
存
在

し
た
と
い
う
事
実
に
言
及
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
公
益
か
ら
の
議
論
史
に
言
及
す
る
作
者
は
、
奇
妙
な
公
益
思
想
を
抱
く
と
い
う
。
更

に
「
近
代
（m

odernity

）」
仮
定
は
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
語
彙
に
ま
で
特
に
拡
張
す
る
公
益
主
題
著
作
を
彩
る
。
公
益
と
い
う
表
現
は
、

ロ
ー
マ
法
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
ス
コ
ラ
哲
学
や
「
民
衆
の
安
寧
」
を
一
七
世
紀
中
葉
ま
で
に
、
徐
々
に
入
れ
替
え
る
こ
と
に
馴
染
み
で

あ
っ
た
と
は
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
期
お
い
て
、
国
王
大
権
も
一
般
意
思
の
概
念

に
つ
い
て
も
異
国
情
緒
的
な
類
似
な
も
の
な
ど
求
め
る
必
要
は
か
く
し
て
な
い
と
い
う
（
2
）

。

確
か
に
最
も
有
名
な
公
益
思
想
の
集
合
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
個
人
主
義
の
集
合
」
で
あ
り
、「
私
人
の
利
益
に
関
し
て
社
会
の
安
寧

を
考
察
し
た
自
由
主
義
的
・
急
進
的
伝
統
」
の
流
れ
に
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
個
人
主
義
的
理
論
の
名
声
は
、
容
易
に
説
明
さ
れ
る
か
も

し
れ
ぬ
。
こ
の
種
の
個
人
主
義
者
達
は
、
具
体
的
な
政
策
の
実
体
的
記
述
に
自
ら
を
限
定
す
る
代
わ
り
に
、
一
般
的
用
語
に
お
け
る
公
益

を
記
述
す
る
の
に
極
め
て
率
直
で
あ
っ
た
と
い
う
。
特
定
の
利
益
（goods

）
の
集
約
で
あ
る
共
通
益
（com

m
on good

）
の
紛
ら
わ
し
い
け

れ
ど
も
、
簡
明
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
次
の
よ
う
な
数
多
く
の
社
会
理
論
の
研
究
者
に
安
ら
ぎ
を
与
え
た
。
即
ち
、
こ
う
し
た
研
究
者
は
、

公
益
が
何
で
あ
れ
、
そ
う
﹇
特
定
利
益
の
集
約
と
し
て
の
共
通
益
説
﹈
で
な
い
こ
と
に
一
致
し
た
と
い
う
。
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
か
く
し
て

最
も
よ
く
知
ら
れ
た
公
益
コ
メ
ン
ト
は
、
公
益
概
念
に
万
事
を
言
う
こ
と
に
対
し
て
、
必
要
な
準
備
と
し
て
拒
絶
さ
れ
る
（
3
）

こ
と
が
し
ば
し

ば
で
あ
る
と
い
う
。

従
っ
て
ガ
ン
は
、
前
記
の
諸
疑
念
が
あ
る
た
め
、
そ
の
公
益
概
念
を
「
具
体
的
な
文
脈
に
よ
っ
て
（
4
）

」
判
断
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
問
題
状
況
か
ら
持
論
を
展
開
す
る
ガ
ン
に
よ
る
革
命
期
の
ニ
ー
ダ
ム
お
よ
び
、
ハ

（
三
一
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

三
二

リ
ン
ト
ン
の
理
論
に
沿
っ
て
共
和
主
義
に
お
け
る
利
益
理
論
の
基
盤
を
系
統
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
視
点
を
前
提
と
し
て
ニ
ー
ダ
ム
の
公
益
理
論
に
焦
点
を
あ
て
る
。

﹇
1
﹈　

ニ
ー
ダ
ム
と
利
益
理
論
の
特
徴

前
記
の
ご
と
く
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
に
お
け
る
利
益
理
論
に
関
す
る
象
徴
的
な
文
章
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
本
項
を
開
始
す
る
。

と
い
う
の
は
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
は
ニ
ー
ダ
ム
の
原
資
料
を
基
本
と
す
る
が
故
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
が
富
と
国
力
に
お
い
て
最
も
繁
栄
し
た
理
由
に
は
特
別
な
理
由
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
「
自
由
国
家
に
お
い
て
特
殊
利
益
よ
り

も
国
家
命
令
全
て
に
お
い
て
公
益
（public interest

）
が
貴
い
こ
と
は
通
常
で
あ
る
（
5
）

」
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
文
章
は
短
い
が
、
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
上
記
の
﹇
公
益
（
国
益
）﹈
概
念
の
う
ち
で
最
も
明
確
な
表
現
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
こ

れ
を
、
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
が
以
下
で
整
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
核
心
に
い
た
る
一
部
分
と
し
て
文
頭
に
記
し
た
理
由
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
更
に
、
本
論
へ
と
移
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
項
は
、
最
初
に
ニ
ー
ダ
ム
が
使
用
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
期
に
お
け
る
背

景
か
ら
入
る
こ
と
と
な
る
。「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
戦
期
中
に
お
い
て
、
公
益
を
書
く
最
も
重
要
な
人
物
」
は
論
客
に
し
て
、「
政
治
的
カ
メ

レ
オ
ン
の
最
も
柔
軟
性
を
も
つ
（
6
）

」
ニ
ー
ダ
ム
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
の
「
共
和
国
の
公
的
弁
明
者
」
と
し
て
の
議
論
は
、
重
み
を
も
た
ら
す

と
き
も
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
以
前
の
大
部
分
の
作
者
達
よ
り
も
「
洗
練
さ
れ
、
か
つ
抑
制
」
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
「
政

権
を
擁
護
し
つ
つ
」
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
し
か
し
ニ
ー
ダ
ム
が
他
の
共
和
国
の
擁
護
者
か
ら
逸
れ
た
主
要
点
は
、
よ
り
「
詳
細
な
政

治
制
度
や
政
策
の
論
法
」
か
ら
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
「
特
定
利
益
の
擁
護
が
公
益
全
体
」
を
構
成
す
る
と
想
定
し
な
か
っ

た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
「
公
共
善
に
は
重
要
で
な
い
が
、
別
の
局
面
が
あ
る
」
こ
と
を
評
価
し
た
。
そ
れ
は
前
出
の
ご
と
く
、
社
会
の
安
全
の

た
め
に
「
国
家
の
秘
密
」
の
使
用
を
構
成
し
た
（
7
）

。
こ
の
国
家
領
域
は
、「
執
行
部
」
に
委
ね
ら
れ
た
。
国
家
執
行
部
は
「
国
家
管
理
」
の

（
三
二
）
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三
三

こ
と
で
立
法
部
に
直
接
責
任
を
負
う
と
い
う
。
ニ
ー
ダ
ム
は
「
公
﹇
一
般
﹈
的
安
定
お
よ
び
公
﹇
一
般
﹈
的
衡
平
」
の
政
府
の
政
策
目
的

が
あ
る
と
言
っ
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
こ
の
相
違
を
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
が
、
明
ら
か
に
「
公
的
安
定
を
国
家
の
安
全
保
障
」

と
関
係
づ
け
た
の
で
あ
る
（
8
）

。

ニ
ー
ダ
ム
は
「
公
的
安
定
」
主
題
を
導
入
す
る
際
に
、「
市
民
独
自
の
利
益
の
理
解
」
か
ら
公
共
善
を
引
き
出
す
意
図
を
も
つ
、
他
の

諸
理
論
の
欠
如
を
明
確
に
し
た
。
し
か
し
ニ
ー
ダ
ム
は
同
時
に
、「
公
共
善
の
対
外
的
局
面
の
従
属
的
性
格
」
を
主
張
し
た
。
薄
め
ら
れ

た
民
主
政
的
性
格
を
擁
護
さ
え
し
よ
う
と
す
る
い
か
な
る
者
も
、
こ
の
政
体
形
態
が
「
国
防
や
外
交
の
伝
統
的
責
務
」
を
果
た
し
得
ぬ
責

め
を
論
駁
す
る
気
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
9
）

。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
立
法
部
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
る
法
が
以
下
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
と

き
、
最
も
多
く
の
民
主
政
論
者
の
基
本
的
前
提
を
控
え
め
な
形
態
で
述
べ
た
。

「﹇
立
法
権
の
法
と
命
令
は
﹈
…
共
和
国
の
不
幸
に
対
し
て
の
如
く
、
安
寧
﹇w

ell-being

﹈
に
対
し
て
最
も
影
響
を
与
え
る
た
め
に
あ

る
。
…
苦
情
事
項
が
良
識
事
項
で
あ
り
、
か
つ
こ
う
し
た
こ
と
は
痛
い
と
こ
ろ
を
よ
く
知
っ
て
い
る
民
衆
に
と
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
安
心
と
改
善
の
た
め
に
法
を
可
決
し
た
り
、
あ
る
い
は
法
を
適
用
す
る
の
に
特
別
な
技
能
や
判
断
な
ど
な
く
と
も
よ
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
民
衆
の
最
高
議
会
に
お
け
る
民
衆
の
業
で
あ
る
。
例
え
ば
、
通
常
の
各
知
性
は
、
自
然
の
光
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
る
こ
と

に
あ
る
（
10
）

」。
よ
り
優
れ
た
官
吏
の
技
能
を
必
要
と
す
る
こ
う
し
た
小
事
項
は
、
適
合
可
能
な
監
督
下
で
各
人
に
委
ね
ら
れ
る
か
も
し
れ
ぬ

と
い
う
（
11
）

。

次
に
公
共
善
の
主
要
部
分
を
、
ニ
ー
ダ
ム
は
一
つ
の
必
要
事
項
（
人
々
の
独
自
の
事
情
の
理
解
）
を
な
す
経
験
を
積
ん
だ
人
々
を
構
成
す

る
、
最
も
よ
く
管
理
で
き
る
事
項
と
関
連
づ
け
た
の
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
れ
ば
、
共
和
国
の
た
め
に
人
々
か
ら
な
る
個
人
自
ら
の
主

要
な
誇
り
の
う
ち
の
一
つ
は
、
人
々
の
事
情
の
理
解
の
み
が
「
あ
ら
ゆ
る
財
産
を
保
全
す
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

（
三
三
）
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三
四

る
（
12
）

。
こ
れ
は
、「
政
府
に
よ
る
民
衆
の
利
益
」
の
安
全
か
ら
続
き
、
か
つ
議
会
に
お
い
て
「
各
々
の
特
定
利
益
が
相
当
程
度
に
わ
た
っ
て

与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
（
13
）

」
事
実
か
ら
続
い
た
。
一
般
に
共
和
国
は
、
私
益
と
公
益
の
間
に
緊
張
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は

こ
れ
を
、「
各
特
定
の
人
が
公
益
に
自
身
で
直
接
に
享
有
す
る
理
解
」
か
ら
生
じ
る
と
説
明
し
た
（
14
）

。
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
れ
ば
、
こ
の
個
人
の

財
産
は
確
保
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
国
民
的
成
功
に
お
け
る
利
得
者
と
自
ら
感
じ
た
に
違
い
な
か
ろ
う
と
い
う
。
そ
の
個
々

の
市
民
は
、
こ
こ
で
の
心
理
的
満
足
お
よ
び
直
接
的
な
個
人
的
利
得
を
と
も
に
も
っ
た
（
15
）

。

確
か
に
私
益
と
公
益
と
を
最
も
密
接
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
と
ニ
ー
ダ
ム
は
、
主
張
し
た
。
ニ
ー
ダ
ム
が
最
も
好
む
公
益
声
明
は
、
特
定

利
益
に
公
益
を
関
連
づ
け
る
問
題
に
生
じ
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
共
和
国
の
利
益
を
、「
継
続
的
民
衆
議
会
の
過
程
に
お
け
る
自
由
（
16
）

」
と
呼
ん

だ
。
こ
の
共
和
国
利
益
で
な
く
、
か
つ
特
定
利
益
で
な
い
こ
と
は
、
徒
党
を
識
別
す
る
た
め
の
基
準
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
時
代
の
多

く
の
公
益
定
義
に
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ま
さ
に
重
要
で
あ
る
の
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
期
の
典
型
で
あ
っ
た

が
ゆ
え
に
、
特
定
利
益
を
含
む
コ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
最
も
記
憶
に
残
る
単
一
コ
メ
ン
ト
は
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
連

盟
諸
州
の
ご
と
き
共
和
国
事
項
で
あ
っ
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、「
…
民
衆
の
利
益
の
大
部
分
が
民
衆
の
手
に
置
か
れ
る
（
17
）

」
状
況
に
支
持
的
に

コ
メ
ン
ト
し
た
。
例
え
ば
、
Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
や
Ｗ
・
ペ
ン
の
よ
う
な
優
れ
た
人
物
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
呼
応
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
ニ
ー

ダ
ム
の
公
益
意
見
の
多
く
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
意
見
は
利
他
心
と
公
益
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
ハ
リ
ン
ト
ン
の
意
見
は
、
こ
の
先
行
論
者
よ
り
も
曖
昧
さ
が
よ
り
明
ら
か
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
18
）

。

わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
国
内
事
項
に
お
け
る
民
衆
議
会
の
公
益
と
、
外
交
事
項
の
公
益
と
の
関
連
を
識
別
し
つ
つ
、
現
実
に
即
し

て
慎
重
に
公
益
（
国
益
）
問
題
を
精
査
し
た
こ
と
を
、
本
項
に
お
い
て
検
証
し
た
。

（
三
四
）
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三
六

﹇
2
﹈　

ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
の
形
成
（
Ｂ
・
ウ
ォ
ー
デ
ン
説
を
中
心
に
）

第
三
節
の
前
半
を
、
わ
れ
わ
れ
は
公
益
理
論
家
に
よ
る
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
史
上
の
位
置
づ
け
に
沿
っ
て
国
益
問
題
を
整
理
し
て
き

た
。
本
節
の
後
半
は
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

本
項
は
上
記
の
ご
と
く
、
ニ
ー
ダ
ム
の
主
題
原
文
を
示
す
こ
と
か
ら
開
始
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
ニ
ー
ダ
ム
を
重
要
と
み
な
す
利
益
概
念

は
、
以
下
の
『
政
治
報
知
』
誌
に
お
け
る
文
章
に
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
る
。

「
ロ
ー
マ
人
達
は
国
王
の
僭
主
政
か
ら
自
分
達
を
正
し
く
し
て
立
派
に
解
放
さ
れ
、
か
つ
自
由
の
利
益
﹇interest

﹈
が
最
高
民
会

﹇S
uprem

e A
ssem

blies

﹈
の
正
当
に
し
て
秩
序
だ
っ
た
継
続
か
ら
成
り
立
つ
と
理
解
さ
れ
る
と
き
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
王
の

復
帰
に
抗
す
る
唯
一
の
障
害
と
し
て
、
か
つ
国
王
の
気
ま
ぐ
れ
な
ら
び
に
国
王
の
ず
る
い
強
奪
の
陰
謀
に
よ
る
破
壊
に
抗
す
る
、
民
衆
の

主
要
な
安
全
と
し
て
、
共
和
国
の
防
衛
を
固
め
、
か
つ
民
衆
の
利
益
﹇Interest

﹈
の
自
由
な
享
受
に
民
衆
を
置
く
た
め
に
、
適
切
な
あ

ら
ゆ
る
方
法
お
よ
び
手
段
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
人
達
に
配
慮
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
（
1
）

」。

こ
の
文
章
は
、『
優
秀
性
』
の
立
憲
制
﹇R

ight C
onstitution of a C

om
m
onw
ealth

﹈
章
の
冒
頭
に
も
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
ニ
ー
ダ
ム
が
自
ら
の
古
典
的
共
和
主
義
政
治
原
理
の
基
礎
を
明
確
に
措
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
こ
の
文
章
に
お
い
て

ま
ず
古
代
ロ
ー
マ
共
和
制
の
成
立
と
、
王
政
の
欠
陥
に
言
及
し
た
。
彼
は
国
益
や
民
衆
の
利
益
﹇
公
益
と
し
て
の
規
範
﹈
に
よ
っ
て
自
ら

の
目
的
﹇
民
衆
の
自
由
﹈
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ダ
ム
の
論
理
に
沿
っ
て
利
益
理
論
を
展
開
す
る
。

本
項
は
、
そ
の
前
に
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
の
論
理
関
連
か
ら
論
を
進
め
る
。

本
項
の
目
的
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
の
先
行
研
究
者
と
し
て
の
ニ
ー
ダ
ム
の
総
括
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
本
「
利
益
理
論
の
形
成
」
項
は
、

前
記
の
ご
と
く
広
範
な
ニ
ー
ダ
ム
研
究
に
お
け
る
有
力
な
学
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ニ
ー
ダ
ム
の
原
資
料
を
渉
猟
し
、
利
益
理
論
を
検
討
す

（
三
六
）
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三
七

る
。ま

ず
『
イ
ギ
リ
ス
報
知
』（
議
会
派
の
週
刊
誌
）
誌
が
共
和
主
義
に
慎
重
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
共
和
主
義
政
治
理
論
の
前

面
で
大
胆
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
わ
れ
わ
れ
は
仮
定
す
る
。
そ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
と
い
う
変
節
﹇
日
和
見
主
義
﹈
論
者
と
し
て
の
著
述
面
か

ら
の
視
点
を
据
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
一
六
四
五
年
に
ニ
ー
ダ
ム
は
、『
廷
臣
報
知
』（
王
政
派
の
週
刊
誌
）
誌
が
自
ら

を
断
っ
た
が
ゆ
え
に
、
か
つ
『
イ
ギ
リ
ス
報
知
』
誌
に
よ
る
攻
撃
が
小
さ
な
目
的
に
し
か
役
立
た
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
公
的
注
目
を
捉

え
る
他
の
方
法
を
求
め
た
」
と
し
て
、
最
も
早
い
議
会
派
的
立
場
の
時
期
か
ら
論
理
立
て
る
。
こ
れ
は
一
六
四
五
年
に
新
型
軍
が
チ
ャ
ー

ル
ズ
一
世
軍
を
ネ
ー
ズ
ビ
ー
の
戦
闘
で
破
り
、
か
つ
捕
え
ら
れ
た
国
王
の
書
簡
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
、
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
一
つ
の
回
答
で

あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
ニ
ー
ダ
ム
の
回
答
は
、
新
奇
な
政
治
状
況
観
へ
と
ニ
ー
ダ
ム
の
読
者
を
導
入
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
中

葉
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
政
治
が
倫
理
や
権
利
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
政
治
参
加
者
達
の
「
利
益
（interests

）」
に
よ
っ

て
治
め
ら
れ
る
範
囲
の
理
解
の
増
大
を
見
た
。
作
者
達
は
こ
う
し
た
利
益
を
認
識
し
、
か
つ
利
益
が
作
用
す
る
方
法
な
い
し
作
用
す
べ
き

方
法
を
示
そ
う
と
努
め
た
（
2
）

。
前
出
の
Ｊ
・
Ａ
・
Ｗ
・
ガ
ン
は
、
一
六
五
〇
年
代
の
利
益
理
論
の
発
展
に
関
す
る
二
人
の
開
拓
者
の
う
ち
の

一
人
と
し
て
ニ
ー
ダ
ム
（
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
ル
と
と
も
に
）
を
描
い
た
（
3
）

。
一
六
五
〇
年
代
に
開
始
す
る
の
で
は
な
く
、『
イ
ギ
リ
ス
報
知
』

誌
（
他
の
ニ
ュ
ー
ス
週
刊
誌
の
よ
う
に
、
た
と
え
後
の
散
文
に
お
い
て
よ
り
精
緻
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
）
に
ニ
ー
ダ
ム
自
ら
の
利
益
理

論
を
開
始
し
た
た
め
に
、
ガ
ン
が
認
め
る
よ
り
も
早
く
ニ
ー
ダ
ム
は
、
利
益
理
論
の
開
拓
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
4
）

。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
自
ら

の
利
益
理
論
に
お
い
て
政
治
行
動
お
よ
び
政
治
言
語
の
外
見
的
な
偽
装
に
入
り
込
ま
せ
る
も
う
一
つ
の
手
段
を
知
っ
た
（
5
）

。

ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
モ
デ
ル
は
、
前
記
の
ロ
ー
ハ
ン
公
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
グ
ノ
ー
の
有
力
者
の
学
説
か
ら
発
し
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
自

ら
の
生
涯
の
終
わ
り
に
近
い
頃
、
ロ
ー
ハ
ン
の
英
訳
版
が
『
キ
リ
ス
ト
教
界
の
君
主
国
お
よ
び
共
和
国
の
利
益
論
』
と
し
て
一
六
四
〇
年

（
三
七
）
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と
一
六
四
一
年
に
再
度
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
あ
の
優
れ
た
君
主
」
に
よ
り
、
か
つ
「
短
い
が
重
厚
な
著
書
（
6
）

」
を
称
賛
し
た
の
だ

ろ
う
。
諸
国
家
が
「
自
国
の
独
自
の
利
益
に
従
い
、
…
成
功
し
た
り
、
失
敗
し
た
り
す
る
」
と
述
べ
る
の
は
、
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
っ
て
引
用

さ
れ
る
、
ロ
ー
ハ
ン
の
前
提
で
あ
っ
た
（
7
）

。
ロ
ー
ハ
ン
が
主
張
す
る
如
く
、「
利
益
」
は
「
理
性
」
の
要
求
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
利
益
の

欠
如
は
「
情
念
」
へ
の
降
伏
で
あ
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
の
固
有
の
利
益
」
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
活
動
全
て
の
支
配
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
理
性

に
よ
っ
て
の
み
導
か
れ
る
（
8
）

」
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
は
次
に
、「
理
性
」
と
真
な
る
「
利
益
」（
あ
る
い
は
ニ
ー
ダ
ム
が
「
公
」
益
と
呼
ぶ

こ
と
）
と
を
同
一
視
し
た
。「
虚
偽
的
」
利
益
な
い
し
「
私
」
益
を
、
ニ
ー
ダ
ム
が
極
め
て
多
く
の
自
ら
の
標
的
と
関
連
づ
け
た
ご
と
く
、

「
幻
想
」
と
同
一
視
し
た
（
9
）

。『
イ
ギ
リ
ス
報
知
』
誌
に
お
け
る
ニ
ー
ダ
ム
は
ロ
ー
ハ
ン
論
文
の
ご
と
く
、
自
ら
の
党
派
の
使
用
に
哲
学
的
前

提
を
置
い
た
。
ロ
ー
ハ
ン
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
脅
威
に
敢
然
と
立
ち
向
か
う
こ
と
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
（
国
益
）
お
よ
び
、
あ
り

得
る
同
盟
者
の
「
利
益
」
で
あ
る
と
例
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ニ
ー
ダ
ム
は
『
イ
ギ
リ
ス
報
知
』
誌
に
お
い
て
、
救
済
が
海
外
か
ら

王
政
派
に
達
す
る
よ
う
な
希
望
を
も
っ
て
、
議
会
派
に
抗
し
て
守
り
抜
く
、
王
政
派
に
語
り
か
け
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ニ
ー
ダ
ム
は
、

多
様
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
条
件
お
よ
び
優
先
事
項
を
「
週
ご
と
（
週
刊
）
に
（
10
）

」
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
支
援

に
も
た
ら
す
こ
と
な
ど
い
か
な
る
者
の
利
益
で
も
な
い
と
論
じ
た
の
で
あ
る
（
11
）

。

「
国
家
自
体
の
利
益
に
厳
格
な
傾
向
以
外
に
国
家
に
と
っ
て
い
か
な
る
安
全
も
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
、
ニ
ー
ダ
ム
の
著
作
の
基
本
原

理
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
（
12
）

。
ニ
ー
ダ
ム
の
革
新
は
、「
利
益
」
論
理
が
国
際
政
治
に
適
応
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
内
政
治
に
も
適
用

可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
あ
っ
た
。
一
六
四
〇
年
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
分
裂
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
王
政
主
義
派
、
長
老
制
派
、
独

立
派
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
ロ
ン
ド
ン
人
な
ど
に
対
す
る
支
配
の
た
め
に
競
う
国
家
の
「
諸
利
益
」
の
展
開
を
説
明
す
る
こ
と
を
可
能

に
さ
せ
た
。『
イ
ギ
リ
ス
報
知
』
誌
が
「
内
戦
（
13
）

」
に
十
分
に
試
し
た
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
数
多
く
の
後
の
優
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹇
な

（
三
八
）
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い
し
週
刊
誌
﹈
の
特
徴
と
な
ろ
う
。
こ
こ
に
ニ
ー
ダ
ム
は
、
多
様
な
グ
ル
ー
プ
の
利
益
を
説
明
し
、
か
つ
グ
ル
ー
プ
に
促
し
て
利
益
に
従

わ
せ
よ
う
。
ニ
ー
ダ
ム
が
論
じ
る
如
く
、
政
治
的
智
恵
へ
の
過
程
は
人
々
の
利
益
の
理
解
ば
か
り
だ
け
で
な
く
、
敵
な
い
し
ラ
イ
バ
ル
、

あ
る
い
は
同
盟
者
な
い
し
隣
国
人
の
利
益
の
戦
略
的
理
解
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
14
）

。
ニ
ー
ダ
ム
が
海
外
と
同
様
に
国
内
に
お
い
て
も
記
述
し
た

利
益
は
、
ニ
ー
ダ
ム
が
い
ず
れ
か
の
党
派
の
大
義
で
多
様
に
書
く
、
と
い
っ
た
諸
党
派
の
目
的
と
一
致
す
る
こ
と
を
便
宜
的
に
証
明
し
た
（
15
）

。

ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
利
益
（
国
益
）
支
配
の
主
張
は
、
懐
疑
的
に
し
て
悲
観
的
傾
向
も
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
が
主
張
し
た
よ
う
に
、「
利
益

は
各
国
（every state

）
お
よ
び
各
人
の
真
な
る
頂
点
で
あ
る
。
こ
の
頂
点
に
従
っ
て
各
国
お
よ
び
各
人
は
宗
教
、
正
義
お
よ
び
必
要
性

に
関
す
る
最
も
特
定
的
装
い
に
よ
っ
て
﹇
決
し
て
多
く
装
わ
ぬ
が
﹈、
確
か
に
理
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
か
ろ
う
（
16
）

」
と
い
う
。
ニ
ー
ダ
ム

が
宣
言
し
た
ご
と
く
「
こ
の
腐
敗
し
た
人
類
国
家
に
お
い
て
、
人
々
が
権
力
に
よ
っ
て
の
み
国
民
の
諸
点
全
て
お
よ
び
観
察
全
て
を
計
る

限
り
、
諸
国
の
相
互
の
手
続
が
通
常
の
礼
儀
お
よ
び
友
情
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
ぬ
こ
と
は
、
厳
格
な
格
言
な
の
で
あ
る
（
17
）

」。

ニ
ー
ダ
ム
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
多
様
な
利
益
団
体
に
語
り
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
良
心
的
な
人
々
と
俗
人
達
」
と
い
っ
た
、
二
種

の
読
者
を
念
頭
に
置
い
た
。
こ
の
俗
人
達
こ
そ
、「
良
心
の
命
令
よ
り
も
便
宜
的
に
し
て
有
用
な
も
の
へ
の
欲
望
に
よ
っ
て
多
く
導
か
れ

る
世
界
の
よ
り
多
数
の
人
々
に
（
18
）

」
ニ
ー
ダ
ム
の
大
い
な
る
関
心
の
主
張
（claim

）
を
与
え
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
積
極
的
に

し
て
願
望
的
な
展
望
も
あ
っ
た
。
人
々
が
自
ら
の
利
益
に
忠
実
な
だ
け
で
あ
り
、
か
つ
自
身
か
ら
利
益
を
曖
昧
に
し
た
情
念
を
鎮
め
る
だ

け
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
治
は
害
毒
お
よ
び
暴
力
に
対
す
る
能
力
を
失
お
う
。
不
可
避
的
な
政
治
生
活
の
事
実
の
た
め
に
諸
利
益
の
競
争
の

均
衡
を
図
る
こ
と
は
、
国
際
政
治
と
国
内
政
治
の
両
方
に
可
能
で
あ
る
と
い
う
（
19
）

。
わ
れ
わ
れ
が
推
論
さ
せ
ら
れ
る
ご
と
く
、
な
お
対
立
が

あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
合
理
的
な
対
立
で
あ
ろ
う
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
自
ら
が
大
義
に
対
す
る
団
体
の
敵
意
が
情
念
よ
り
も
利
益
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
る
と
知
る
と
き
、
自
ら
が
書
く
団
体
に
は
よ
り
親
切
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
が
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
如
く
、
人
は
団
体
を
「
責
め
る

（
三
九
）
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こ
と
」
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
20
）

。
ニ
ー
ダ
ム
で
さ
え
、「
良
心
」
と
「
正
邪
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
」
が
わ
れ
わ
れ
を
し
て
わ
れ
わ
れ
の
利

益
を
追
求
さ
せ
、
か
つ
わ
れ
わ
れ
が
彼
ら
に
取
っ
て
代
わ
る
、「
特
定
的
」
な
い
し
「
面
白
半
分
な
要
求
」
を
捨
て
る
よ
う
に
義
務
づ
け

ら
れ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
（
21
）

。

ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
大
抵
の
事
項
の
主
張
は
、
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
よ
り
日
常
的
な
有
徳
政
治
に
自

ら
の
主
張
を
譲
歩
す
る
と
き
も
あ
る
（
22
）

。
気
高
い
「
宗
教
利
益
」
な
い
し
「
自
由
の
利
益
」
の
主
張
は
、
わ
れ
わ
れ
に
自
ら
の
利
益
用
語
の

理
解
に
不
確
実
性
を
与
え
る
（
23
）

。
ニ
ー
ダ
ム
は
、
よ
り
日
常
的
な
作
者
や
人
前
に
お
い
て
清
教
徒
革
命
を
、
共
同
体
的
な
「
公
益
」
と
、
利

己
的
な
「
私
益
」
と
の
闘
争
と
し
て
し
ば
し
ば
示
す
。
こ
の
言
葉
は
、
自
ら
の
円
頂
党
様
態
お
よ
び
共
和
主
義
様
態
に
お
け
る
ニ
ー
ダ
ム

に
と
っ
て
特
に
有
用
で
あ
る
。
こ
の
様
態
に
お
い
て
ニ
ー
ダ
ム
は
、
君
主
制
の
「
私
益
」
な
い
し
「
特
定
利
益
」
と
、「
民
衆
の
利
益
」

な
い
し
「
共
通
善
」
あ
る
い
は
「
民
衆
の
共
通
善
」
と
を
対
照
す
る
（
24
）

。
し
か
し
こ
の
対
照
は
、
ニ
ー
ダ
ム
を
満
足
さ
せ
ぬ
。
わ
れ
わ
れ
は

よ
り
革
新
的
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
ニ
ー
ダ
ム
が
グ
ル
ー
プ
化
す
る
の
を
見
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
』
を
、
極
め
て
し
ば
し
ば
ニ
ー

ダ
ム
が
予
期
す
る
如
く
、
ニ
ー
ダ
ム
は
私
益
の
除
去
で
は
な
く
、
私
益
と
公
益
の
調
和
に
お
け
る
政
治
的
健
全
性

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

へ
の
鍵
を
見
る
。
わ
れ

わ
れ
は
、
支
配
者
達
（「
自
身
の
利
益
」
と
「
公
益
」
と
一
致
す
る
）
に
の
み
、
か
つ
公
益
と
こ
う
し
た
彼
ら
自
身
の
利
益
と
を
一
体
と
さ
せ

た
人
々
に
の
み
頼
り
得
る
（
25
）

。

多
分
、
わ
れ
わ
れ
は
、
地
主
階
級
の
領
分
を
優
位
的
と
し
て
、
一
七
世
紀
の
先
進
的
政
治
理
論
の
知
識
を
考
え
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の

地
主
階
級
の
文
書
お
よ
び
備
忘
録
に
お
い
て
、
最
も
活
き
活
き
と
し
た
証
拠
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
『
政
治
報
知
』
誌
の
共

和
主
義
の
主
張
の
ご
と
き
、『
イ
ギ
リ
ス
報
知
』
誌
に
お
け
る
利
益
理
論
の
主
張
は
、
こ
う
し
た
﹇
地
主
階
級
の
領
分
の
優
位
性
﹈
仮
定

を
問
う
の
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
史
を
ゆ
っ
く
り
と
見
渡
す
、
ニ
ー
ダ
ム
の
共
和
主
義
論
説
は
こ
の
点
に
お
い
て
特
に
示
唆

（
四
〇
）
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的
で
あ
る
。
特
に
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
少
年
達
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
や
プ
ル
タ
ル
コ
ス
を
読
む
の
で
あ
る
。
一
六
四
七
年

の
パ
ト
ニ
ー
に
お
け
る
選
挙
権
論
争
は
、
以
下
の
よ
う
な
リ
ッ
チ
大
佐
の
介
入
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
。
即
ち
、
こ
の
リ
ッ
チ
大
佐
は
、

古
代
ロ
ー
マ
の
民
衆
へ
の
政
治
的
権
利
の
是
認
が
、
帝
国
的
僭
主
に
社
会
的
基
盤
を
与
え
た
こ
と
を
ニ
ー
ダ
ム
の
読
者
に
想
起
さ
せ
た
と

い
う
（
26
）

。
一
六
五
九
年
に
広
範
な
読
者
を
念
頭
に
し
て
明
ら
か
に
書
か
れ
た
、
ニ
ー
ダ
ム
の
ニ
ュ
ー
ス
週
刊
誌
と
別
な
ニ
ュ
ー
ス
週
刊
誌

も
、
彼
ら
の
読
者
に
お
け
る
基
本
的
な
知
識
を
想
定
し
た
（
27
）

。
ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
ニ
ー
ダ
ム
の
著
作
も
、
政
治
的
に
も
思
想
的
に
も

警
戒
心
を
も
つ
、
一
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
選
挙
民
に
、
大
い
な
る
近
年
の
著
作
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
印
象
を
強
め
る
（
28
）

と
し
て
締
め

く
く
ら
れ
る
。

か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ウ
ォ
ー
デ
ン
の
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
説
（
特
に
公
益
を
理
性
の
視
座
か
ら
高
め
る
説
）
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ダ
ム

の
原
資
料
を
検
討
し
て
き
た
。
あ
る
意
味
で
最
も
進
ん
だ
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
研
究
の
一
つ
と
し
て
ウ
ォ
ー
デ
ン
説
を
本
稿
は
、
評
価

で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
学
説
に
お
い
て
、
問
題
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
え
ば
ウ
ォ
ー

デ
ン
に
お
い
て
、
あ
ま
り
断
定
的
な
判
断
を
下
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
の
実
証
主
義
的
慎
重
さ
に
帰
さ
れ
る
か

も
し
れ
ぬ
。
と
は
い
え
、
他
の
彼
の
論
文
に
比
し
て
か
な
り
断
定
が
少
な
い
印
象
が
あ
る
。
更
に
わ
れ
わ
れ
に
は
、
一
九
九
五
年
の

ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
る
ニ
ー
ダ
ム
研
究
論
文
以
来
、
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
を
他
の
革
命
期
の
事
項
と
比
較
し
て
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な

い
課
題
も
出
て
く
る
。
と
い
う
の
は
当
時
に
お
い
て
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
を
は
じ
め
と
し
て
利
益
概
念
は
よ
く
使
わ
れ
た
た
め
、
利
益
問
題
を

幅
広
く
検
討
す
る
課
題
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
従
来
に
お
い
て
か
な
ら
ず
し
も
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
共
和
主
義
思
想
史
に
お
い
て
十
分
総
括

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
を
、
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
の
先
行
研
究
論
と
し
て
か
つ
利
益
理
論
と
し
て
、

（
四
一
）
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本
節
に
お
い
て
整
理
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

（
1
） M

.N
edham

,M
ercu

riu
s P

oliticu
s,L
ondon,no.77 

（22-27 N
ovem

ber 1651

）, p.1221.

（
2
） B

.W
orden, “W

it in a R
oundhead: T

he D
ilem
m
a of M

archam
ont N

edham
”,in S

.A
m
ussen et al.

（eds.

）,Political C
u

ltu
re A

n
d

 

C
u

ltu
ral P

olitics in
 E

arly M
od

ern
 E

n
glan

d, M
anchester,1995, pp.301-334.

（
3
） J.A

.W
.G
unn, P

olitics an
d

 th
e P

u
blic In

terest in
 th

e S
even

teen
th

 C
en

tu
ry,L
ondon,1969,pp.33-5,43-4,52.

（
4
） J.G

unn, ibid.

し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
ニ
ー
ダ
ム
が
『G

ood
 E

n
glish

』
と
い
う
「
利
益
」
を
論
じ
る
一
六
四
八
年
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

多
分
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
明
確
に
ニ
ー
ダ
ム
の
著
作
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
の
初
期
の
著
作
を
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
勝

手
に
使
っ
て
い
る
。
ガ
ン
は
『M

er. P
ragm

aticu
s no.5

（2 M
ay 1648

）, p.﹇8

﹈』
に
お
い
て
こ
の
著
作
を
推
奨
し
た
。
一
六
四
八
年
に
ニ
ー
ダ

ム
は
『A

 V
en

ice L
ookin

g-G
lasse

（1648
）』 cf. M

er.P
rag.no.23

（29 A
ug.1648

）
を
書
い
た
か
も
し
れ
ぬ
（W

orden.1995.idid., p.334n.

）。

（
5
） B

.W
orden

（1995

）,ibid.,p.315.

（
6
） 

﹇N
edham

﹈, C
h

ristian
issim

u
s C

h
ristian

d
u

s, L
ondon,1678,section IV

, p.67.

（
7
） 

﹇N
edham

﹈, T
h

e C
ase of th

e K
in

gd
om

 S
tated, L

ondon,1647,preface.

（
8
） 

A
 T

reatise of th
e In

terest of th
e P

rin
ces an

d
 S

tates of C
h

risten
d

om
,…

th
e D

u
ke of R

oh
an

 （P
aris,1640

）, pp.338-9.

（
9
） N

edham
, T

h
e E

xcellen
cie of a F

ree S
tate, 1656, p.60.

（
10
） 

M
er.B

rit., no.74

（3 N
ov.1645

）, p.920.

（
11
） 

M
er.B

rit., no.104

（3 N
ov.1645

）, p.920.

（
12
） J.S

elden, O
f th

e D
om

in
ion

 of th
e S

eas, trans. and ed.M
.N
edham

 
（L

ondon,1652

）,sig.dl.

（
13
） 

M
er.B

rit., no.74

（3 N
ov.1644

）, p.920.

（
四
二
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（
14
） S

ee especially M
.N
edham

, In
terest w

ill n
ot lie,L

ondon,1659, pream
ble, p.3.

ニ
ー
ダ
ム
の
国
内
利
益
の
十
全
な
議
論
は
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹇『
利
益
は
嘘
を
つ
か
ぬ
』（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
陣
営
の
真
の
利
益
観
﹈
な
ら
び

に
『
王
国
擁
護
論
』（
一
六
四
七
）
に
あ
り
、
か
つ
『
グ
ッ
ド
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
』（
一
六
四
八
）
と
『
共
和
国
擁
護
論
』（
一
六
五
〇
）
に
あ
る
。

（
15
） 

T
h

e C
ase S

tated
 betw

een
 E

n
glan

d
 an

d
 th

e U
n

ited
 P

rovin
ces,L

ondon, 1652, p.23.

（
16
） 

M
er.P

ol.,no.161

（7 Jul.1653

）, p.2560.

（
17
） 

T
h

e C
ase of th

e C
om

m
on

w
ealth,1650. p.4.

（
18
） 

ニ
ー
ダ
ム
の
国
際
的
「
均
衡
」
へ
の
重
要
な
関
心
に
つ
い
て
、G

ood
 E

n
glish,1648, p.5; M

er.P
ol.,no.26

（5 D
ec.1650

）, p.443,etc.

を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
19
） 

M
er P

rag.,no.27

（21 M
ar.1648

）,London.1648 p.2; M
er.P

ol.,no.59

（24 Jul..1651

）, p.945.

（
20
） 

In
terest w

ill n
ot lie, 1659, L

ondon, p.10.

（
21
） B

.W
orden, “W

it in a R
oundhead ”, p.319.

（
22
） 

L
aw

yer of th
e L

in
colin

es-In
n,1647, p.9; In

d
epen

d
en

cie n
o S

ch
ism

e,L
ondon,1646, p.8.

（
23
） 

M
er.B

rit.,no.105

（24 N
ov.1645

）, p.944, etc.

（
24
） 

A
 T

ru
e S

tate of th
e C

ase of th
e C

om
m

on
w

ealth,L
ondon,1654, p.49, etc.

（
25
） 

In
terest w

ill n
ot lie, 1659, p.49, etc.

（
26
） 

（S
.A
m
ussen et al.,eds.,P

oliticial C
u

ltu
re

…,1995
）, p.319.

（
27
） 

T
h

e F
aith

fu
ll S

cou
t,no.7

（10 Jun.1659

）, pp.49-50.

（
28
） B
.W
orden

（1995

）,ibid., p.319.

（
四
三
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第
四
節　

結
論

本
結
論
節
は
、
本
論
の
本
体
が
か
な
り
絡
み
合
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
全
体
的
な
論
理
に
言
及
し
つ
つ
、
か
つ
若
干
の
補
足
を
加
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
結
び
と
し
た
い
。

本
稿
は
序
論
に
お
い
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
代
表
さ
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
共
和
主
義
に
お
け
る
ニ
ー
ダ
ム
の
先
行
研
究
問
題
か
ら
開
始

し
た
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
こ
こ
数
年
来
に
お
い
て
顕
著
と
な
っ
た
研
究
課
題
の
う
ち
の
一
つ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
中
期
に
お
け
る

ニ
ー
ダ
ム
の
政
治
原
理
説
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
ニ
ー
ダ
ム
は
、
一
六
四
〇
年
代
後
半
か
ら
一
六
五
二
年
に
か
け
て
主
要
な
政
治

ニ
ュ
ー
ス
に
お
い
て
論
壇
を
リ
ー
ド
し
た
者
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ニ
ー
ダ
ム
は
こ
の
期
間
に
お
い
て
、
自
ら
の
立
場
を
議

会
派
（
こ
の
立
場
は
、
十
四
年
に
も
及
ん
だ
）
か
ら
王
政
主
義
派
（
こ
の
立
場
は
二
年
足
ら
ず
で
し
か
な
か
っ
た
）
へ
、
そ
し
て
新
政
権
側
へ
と

変
え
た
。
と
は
い
え
ニ
ー
ダ
ム
の
鋭
い
共
和
主
義
的
筆
致
は
、
政
治
原
理
に
お
い
て
当
時
の
読
者
の
政
治
認
識
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た

と
評
価
さ
れ
も
し
た
。

従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
共
和
主
義
分
野
の
研
究
者
達
が
指
摘
す
る
如
く
、
ニ
ー
ダ
ム
が
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
の
主
流
の
共
和
主
義
を
原

理
的
に
先
取
り
し
た
側
面
に
注
目
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
従
来
の
ニ
ー
ダ
ム
研
究
は
全
て
に
お
い
て
総
括
し
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
状

況
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
課
題
は
、
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
護
国
卿
制
に
対
す
る
態
度
や
、
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
読
者
へ
の
影
響
力
な

ど
の
問
題
状
況
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
本
稿
は
、
先
行
す
る
近
年
の
ニ
ー
ダ
ム
研
究
を
整
理
し
つ
つ
、
彼
の
政
治
原
理
を
定
め

る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ニ
ー
ダ
ム
の
基
礎
原
理
を
、
古
典
的
共
和
主
義
と
利
益
理
論
に
あ
る
と
み
な
し
て
き
た
。

ニ
ー
ダ
ム
の
第
一
原
理
に
属
す
る
古
典
的
共
和
主
義
に
つ
い
て
、
本
稿
は
ま
ず
Ｊ
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
ら
の
学
説
な
ど
を
踏
ま
え
、
マ
キ
ァ

（
四
四
）
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ヴ
ェ
ッ
リ
的
共
和
主
義
問
題
を
設
定
し
た
。
と
い
う
の
は
ポ
ー
コ
ッ
ク
は
後
身
の
ウ
ォ
ー
デ
ン
ら
の
ニ
ー
ダ
ム
研
究
に
、
古
典
的
共
和
主

義
の
論
点
や
枠
組
み
な
ど
を
基
本
的
に
提
供
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
デ
ン
ら
は
そ
の
ニ
ー
ダ
ム
研
究
を
踏
ま
え
、
よ
り
詳
細
な
資
料

に
よ
っ
て
ニ
ー
ダ
ム
研
究
を
従
来
よ
り
も
一
段
階
上
に
引
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ー
ダ
ム
の
第
二
の
原
理
的
な
方
法
論
的
基
礎
は
、
利
益
理
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
ポ
ー
コ
ッ
ク
は
論
究
し
て
お
ら
ず
、
か
つ

ウ
ォ
ー
デ
ン
本
人
も
十
分
に
整
理
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
利
益
理
論
を
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
に
お
い
て
古

典
的
共
和
主
義
原
理
の
主
要
論
者
よ
り
も
先
行
す
る
と
解
釈
で
き
た
。
特
に
わ
れ
わ
れ
は
ニ
ー
ダ
ム
の
第
一
原
理
と
比
較
し
て
論
究
す
る

こ
と
が
や
や
少
な
い
、
第
二
原
理
に
焦
点
を
あ
て
、
よ
り
幅
広
い
視
点
を
導
入
し
た
。
第
一
に
、
本
稿
は
、
Ｊ
・
ガ
ン
が
ニ
ー
ダ
ム
の
公

益
理
論
（
一
九
六
九
）﹇
私
益
概
念
と
の
関
連
で
﹈
を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
、
ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
っ
て
後
に
採
用
さ
れ
た
も
の
か
ら
発
す
る
。

ガ
ン
の
公
益
理
論
は
、
一
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
主
に
限
定
し
て
い
る
が
、
現
代
の
公
益
論
理
を
含
む
広
範
に
し
て
論
理
的
な
研
究

で
も
あ
る
。
ガ
ン
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
公
益
理
論
が
一
六
四
〇
年
頃
（
英
訳
版
）
の
フ
ラ
ン
ス
の
Ｈ
・
ロ
ー
ハ
ン
公
に
よ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
利
益
（
な
い
し
公
益
﹇
国
益
﹈）」
概
念
か
ら
発
す
る
な
ど
の
視
角
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
利

益
理
論
が
従
来
の
一
般
的
な
利
益
用
語
的
使
用
法
か
ら
一
歩
進
め
、
あ
る
べ
き
公
共
的
安
寧
利
益
原
理
へ
と
高
め
た
と
評
価
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
ガ
ン
の
研
究
は
、
抽
象
理
論
と
し
て
ニ
ー
ダ
ム
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
徹
底
し
た
ニ
ー
ダ
ム
の
歴
史
的
研
究
で

は
な
か
っ
た
。
ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
る
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
は
、
ガ
ン
の
公
益
議
論
を
踏
ま
え
、
歴
史
的
・
思
想
史
的
に
原
資
料
に
よ
っ

て
検
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
1
）

。
例
え
ば
、
公
益
理
論
に
理
性
﹇
ロ
ー
ハ
ン
説
﹈
概
念
な
ど
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ガ
ン
説
を
前
進

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ー
ダ
ム
の
資
料
の
検
討
に
よ
っ
て
、
ウ
ォ
ー
デ
ン
説
が
十
分
に
理
論
的
に
展
開
さ
れ
な

か
っ
た
局
面
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

（
四
五
）
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四
六

第
二
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
Ｊ
・
レ
イ
モ
ン
ド
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
史
的
視
点
に
よ
る
利
益
理
論
も
評
価
し
た
。
レ
イ
モ
ン
ド
の

ニ
ー
ダ
ム
像
は
、
わ
れ
わ
れ
が
今
日
に
お
い
て
新
聞
に
よ
っ
て
厳
し
い
政
治
家
の
結
果
責
任
を
質
す
論
理
に
あ
る
も
の
に
類
似
す
る
。
例

え
ば
、
ニ
ー
ダ
ム
が
厳
格
な
民
衆
議
会
主
義
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
寡
頭
制
的
残
部
議
会
体
制
、
な
ら
び
護
国
卿
の
単
独
者
優

越
的
成
文
憲
法
体
制
を
批
判
す
る
論
調
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
レ
イ
モ
ン
ド
も
、
そ
れ
以
後
（
二
〇
〇
四
）
に
お
い

て
ニ
ー
ダ
ム
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
利
益
理
論
業
績
を
示
し
て
い
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
（
二
〇
一
二
年
論
稿
は
、
ほ
ぼ
二
〇
〇
四

年
論
稿
と
同
じ
で
あ
る
）。
こ
れ
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
広
範
に
わ
た
る
ニ
ー
ダ
ム
資
料
の
検
討
を
通
じ
て
、
レ
イ
モ
ン
ド
説
が
体
系
づ

け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
ウ
ォ
ー
デ
ン
と
レ
イ
モ
ン
ド
お
よ
び
他
の
主
要
な
ニ
ー
ダ
ム
研
究
の
お
か
げ
で
諸
々
の
発
見
や
課
題
（
例

え
ば
、
ロ
ー
ハ
ン
公
に
よ
る
利
益
（
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
）
理
論
の
起
源
や
、
Ｃ
・
ハ
ー
ル
を
含
め
た
ニ
ー
ダ
ム
の
利
益
理
論
家
と
し
て
の
位
置
づ
け
な
ど
）

も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
二
人
に
よ
る
異
な
っ
た
視
角
（
歴
史
的
・
思
想
史
視
点
と
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
視
点
）
な
ど
﹇
Ｐ
・
Ａ
・
レ
イ
ヒ
の
ニ
ー
ダ
ム
研
究
も
含
む
﹈
か
ら
の
ニ
ー
ダ
ム
研
究
の
ご
と
く
、
進
展
さ
れ
た
研
究

を
踏
ま
え
、
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
1
） 

前
期
の
初
期
の
ウ
ォ
ー
デ
ン
論
文
に
お
い
て
『
残
部
議
会
』
研
究
が
、
ウ
ォ
ー
デ
ン
自
身
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
ぬ
。
例
え
ば
、
こ
の
残
部
議
会
期
間
に
お
い
て
極
め
て
急
進
的
な
選
挙
改
革
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
、
第
一
次
資
料
に
よ
っ
て
こ
の
先
駆

的
な
歴
史
家
は
力
説
し
た
（B

.W
orden, T

h
e R

u
m

p P
arliam

en
t,1648-53,C

am
bridge,1974,pp.139-160,etc.

）。

（
2
） 

例
え
ば
、J.R

aym
ond, “M

archam
ont N

edham
”,in L

.L
.K
noppers,ed.,T

h
e O

xford
 H

an
d

book of L
iteratu

re an
d

 th
e E

n
glish

 

R
evolu

tion,2012.

（
四
六
）



Ｍ
・
ニ
ー
ダ
ム
の
政
治
原
理
に
関
す
る
一
研
究
（
倉
島
）

四
七
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e C
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e C
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. D
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）,British
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olitical T
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e P
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even
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th

 C
en
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ry, L

ondon.

・R
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.（1641
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 T

reatise of th
e In

terest of th
e P

rin
ces an
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 S

tates of C
h

risten
d

om

… by 

…th
e D

u
ke of R

oh
an

（P
aris,1640

）, 

translated by H
enry H

unt

（L
ondon

）.

・R
aym
ond,J.

（1993
）,M

akin
g the  N

ew
s: A

n
 A

n
th

ology of th
e N

ew
sbooks of R

evolu
tion

ary E
n

glan
d

,1641-1660 , O
xfordshire.

・R
ahe,P

.A
.

（2008
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st T
h

ron
e an

d
 A

ltar, C
am
bridge.

・R
aym
ond,J.

（1996

）,Th
e In

ven
tion

 of E
n

glish
 N

ew
spaper, O

xford.

・N
orbrook, D

.

（1999

）,W
ritin

g th
e E

n
glish

 R
epu

blic, C
am
bridge.

・R
aab,F

.

（1964

）, T
h

e E
n

glish
 F

ace of M
ach

iavelli, L
ondon, etc.

・
倉
島
隆
『
ハ
リ
ン
ト
ン
の
急
進
主
義
的
共
和
主
義
思
想
研
究
』（
八
千
代
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

・
倉
島
隆
『
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
制
度
』（
時
潮
社
、
二
〇
一
六
年
）。

・
大
澤
麦
「
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
護
国
卿
体
制
に
お
け
る
共
和
派
の
政
治
理
念
」（『
法
学
会
雑
誌
』
第
五
九
巻
第
二
号
、
二
〇
一
七
年
一
月
）。

・
竹
澤
祐
丈
「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
統
治
機
構
」（『
経
済
論
叢
』
二
〇
一
三
年
│
一
四
年
）
他
。

Δ
抄
録本

論
文
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
革
命
期
（
内
戦
期
と
空
位
期
を
含
む
）
に
お
け
る
共
和
主
義
研
究
の
一
部
を
な
す
。
従
来
、
そ
の
共
和
主
義
は
主
と

し
て
Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
に
代
表
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
の
研
究
の
進
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
先
行
研
究
が
一
定
程
度
、
政
治
ニ
ュ
ー
ス
誌

と
し
て
浸
透
し
た
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
Ｍ
・
ニ
ー
ダ
ム
の
論
説
を
評
価
し
よ
う
と
い
う
研
究
動
向
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本

稿
は
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ニ
ー
ダ
ム
を
、
先
行
論
者
に
値
す
る
と
認
め
、
そ
の
業
績
を
検
証
す
る
。

（
四
八
）
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